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▼盛夏の祭典がやってくる！

▼ＪＡひがしかわ、コープさっぽろが協同で移動販売車

おいしい手料理

【冷やし中華・山菜サラダ（そうめん風）】
　暑くなると食欲をそそられる冷やし中華のご紹介です。
付け合わせに、手作りの万能中華だれをかけて、山菜サラ
ダ（そうめん風）もどうぞ。

＜材　料＞ （２～３人分）
◇冷やし中華
●中華麺…３玉（市販品）
●鶏肉（胸肉）…50ｇ
●スライスハム…２枚
●えび…（１人当たり２本）
●きゅうり…小１本
●生姜（しょうが）…少々
●玉子…１個
●サラダ油…少々
●トマト…小さ目１個
●練り和からし…適量

◇山菜サラダ（そうめん風）
●山ウド、山ぶき…各１本
　（30cm程度１本）
●わらび…100～150ｇ
●大根、人参…３分の１本
●長ネギ…10cm程度の長さ１本

＜作り方＞
◇冷やし中華
①材料の麺、鶏肉、えびをそれぞれゆで冷まし、鶏肉は食べ
　やく裂いて下ごしらえする。
②ハム、きゅうり、生姜はそれぞれ千切りに下ごしらえする。
③玉子は薄焼きにして千切りに下ごしらえ。
④トマトは食べやすい大きさに切りそろえる。
⑤皿に麺を盛り付けたら、下ごしらえした材料を飾り盛りし、
　和がらしを添えて完成。

◇中華だれ
　今月のレシピの要（かなめ）は中華だれの出来具合。たれ
は万能中華たれの基本レシピとして重宝します。
①高温に熱して火を止めたごま油の中に、一味唐辛子を加え
　て焦がし、焦がし唐辛子のごま油を作る。その後余熱を冷
　ましておく（唐辛子の香ばしい香りが立ったらＯＫ）。
②準備した酢、水、砂糖、しょう油、ごま油を混ぜて完成。
　万能中華だれは、３日間程度作り置きＯＫです。

◇山菜サラダ（そうめん風）
①ウド、ふきはそれぞれ約２分間程度ゆで、10cm程度の長
　さに食べやすく切りそろえる。
②わらびはバットに入れ、灰汁の熱湯をかけて一晩付け置き
　する（灰汁の代わりに重曹を入れた熱湯でも可）。
③大根、人参は生で千切りにスライス。
④長ネギは白髪ネギに切る。
⑤見栄えよく飾り付けし、白髪ネギをたっぷりと上に散らし
　て完成。

キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん



～  JAひがしかわと生活協同組合コープさっぽろの協同事業  ～

コープさっぽろの『移動販売車』を利用しませんか？
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英語のページは休載いたします

～  JAひがしかわと生活協同組合コープさっぽろの協同事業  ～

コープさっぽろの『移動販売車』を利用しませんか？
～  JAひがしかわと生活協同組合コープさっぽろの協同事業  ～

コープさっぽろの『移動販売車』を利用しませんか？
　鮮魚・精肉・野菜などの生鮮品から惣菜・飲料・日用品まで、約1,000点の
商品を載せた『移動販売車』が東川町内を走ります。
　ご利用登録いただければ、定期的に『ご自宅の玄関先まで』うかがいます。
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ご利用登録のお申し込み、お問い合わせ
JAひがしかわ管理課 ☎82-2121（平日9:00～17:00）

【広告】
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２
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。
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４
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ぶ
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Ｃ
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ォ
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狙
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熟
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・
鷹
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。
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Ｎ
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Ｂ
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催
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デ
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ョ
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見
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て
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で
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に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
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国際写真フェスティバル（フォトフェスタ2011）、どんとこい祭り（7月30日、31日）

7/31
（日）

7/30
（土）

その他行事
◆国際写真フェスティバル／●ニコンユーナ21東川ポートフォリオレビュー（30日①前11時半～②後７時～、文化ギャラリー）●赤れんが・公開ポートフ
ォリオレビュー２０１１（①30日前9時半～②31日前9時半～、赤れんが倉庫）●写真インディペンデンス展合評の集い（31日前10時～、文化ギャラリー）●
デジタル写真セミナー（①30日後１時～②31日前10時～、文化ギャラリー）●東川フォトミーティングプレイス（30日後７時～、文化ギャラリー前庭）●写真
の町「出会いの広場」（道草館）●Myカメラアングル（同）●ストリートギャラリー2011（文化ギャラリー前庭）●ストリートギャラリー・フォトコンテスト（市街地）
●ウォールギャラリー写真展（文化ギャラリー）●宮崎学展「となりのツキノワグマ」（赤れんが倉庫）●宮崎学トークショー（31日後0時半、赤れんが倉庫）
◆どんとこい祭り／●どんとこいレストラン（前11時～、羽衣公園）●第2回水の乱（文化交流館横駐車場広場）●バンジー、トランポリン、ふわふわスライ
ダー（前11時～、羽衣公園、役場横各会場）●大道芸、ストリートダンス（前10時～、イベント広場（1日目は正午から））●フリーマーケット、屋台、ゲームコ
ーナー、思い出写真館NIJI、ストリートフォト（１丁目通り）●新車展示（トヨタ、スズキ、オートバイ、１丁目通り）●消防車展示（１丁目通り）●身体障がい者・
一般来場者用休憩所開放（前9時～後5時、共生サロンここりん）

時間
後2時

後3時半

後7時

後1時

後3時

前10時

場所
農村環境改善センター

農村環境改善センター

文化ギャラリー横広場

　　　　　〃

文化ギャラリー

文化ギャラリー

時間

正午

後7時

後8時半

　　　〃

前10時半

後5時

後1時半

前10時

場所

羽衣ステージ

　　　　〃

羽衣公園

羽衣ステージ

　　　　〃

　　　　〃

羽衣公園

イベント広場

国際写真フェスティバル
写真の町東川賞授賞式

東川賞受賞を祝う集い

北海道写真月間東川フォト
ミーティングプレイス

東川賞受賞作家フォーラム

東川賞受賞作家作品展テ
ープカット

写真インディペンデンス展
合評の集い

どんとこい祭り

キッズステージ(町内小中学校）

写真と音楽のコラボ

花火大会

マミーズバンド演奏

よさこいソーランチームステージ

仮装大賞

もちまき

旭川市啓北中雑技団

写
真
甲
子
園
2
0
1
1

本
戦
大
会
日
程 

 

※時間は予定、変更の可能性あり。

7月

26日（火）

27日（水）

28日（木）

29日（金）

日程 場所

オリエンテーション、開会式（後3時）
選手歓迎夕食会（後6時～）
収穫体験、ホームステイ

本戦撮影会（第1ステージ、第2ステージ）
ファースト公開審査会（後6時半～）

農村環境改善センター
同センター中庭ほか

場所未定
農村環境改善センター

場所未定
農村環境改善センター

場所未定
農村環境改善センター
　　　　 〃

本戦撮影会（第3ステージ、第4ステージ）
セカンド公開審査会（後6時半～）
本戦撮影会（第5ステージ）
ファイナル公開審査会、表彰式・閉会式
選手交流会（後6時半～）
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「写真甲子園2011」本戦出場校（20校）
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

〔
出
場
枠
2
校（
応
募
38
校
）〕

〈
５
回
目（
４
年
連
続
）〉

北
海
道
帯
広
南
商
業
高
等
学
校

（
帯
広
市
）

「
き
・
ど
・
あ
い・
ら
く

　

〜
み
ん
な
同
じ
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
‼
〜
」

（
カ
ラ
ー
８
枚
組
み
）

〈
２
回
目（
２
年
連
続
）〉

盛
岡
中
央
高
等
学
校

（
盛
岡
市
）

「
復
興
へ
の
願
い
」

（
カ
ラ
ー
８
枚
組
み
）

〈
5
年
連
続
5
回
目
〉

栃
木
県
立
栃
木
工
業
高
等
学
校

（
栃
木
市
）

「
巴
波
川（
う
ず
ま
が
わ
）日
記
」

（
白
黒
８
枚
組
み
）

〈
３
回
目（
２
年
連
続
）〉

正
則
高
等
学
校

（
東
京
都
港
区
）

「
刻
ま
れ
た
記
憶

　
　

〜
江
戸
更
紗
を
継
ぐ
〜
」

（
白
黒
8
枚
組
み
）

〈
５
回
目（
４
年
ぶ
り
）〉

北
海
道
旭
川
工
業
高
等
学
校

（
旭
川
市
）

「
離
」

（
白
黒
７
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

石
巻
市
立
女
子
高
等
学
校

（
石
巻
市
）

「Color Revolution

」

（
カ
ラ
ー
8
枚
組
み
）

〈
２
回
目（
２
年
ぶ
り
）〉

明
星
学
園
高
等
学
校（
三
鷹
市
）

「
空
に
手
を
の
ば
す
こ
と
さ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
な
く
て
」

（
カ
ラ
ー
8
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

群
馬
県
立
大
間
々
高
等
学
校

（
み
ど
り
市
）

「Strange world

」

（
カ
ラ
ー
８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

愛
知
県
立
田
口
高
等
学
校

（
北
設
楽
郡
設
楽
町
）

「
都
市
と
山
村（
ま
ち
と
む
ら
）」

（
カ
ラ
ー
８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

兵
庫
県
立
伊
丹
西
高
等
学
校

（
伊
丹
市
）

「
私
と
自
転
車
」

（
カ
ラ
ー
5
枚
組
み
）

〈
３
回
目（
３
年
ぶ
り
）〉

香
川
県
立
坂
出
高
等
学
校

（
坂
出
市
）

「
つ
な
が
る
島
」

（
カ
ラ
ー
8
枚
組
み
）

〈
９
回
目（
２
年
連
続
）〉

八
代
白
百
合
学
園
高
等
学
校

（
八
代
市
）

「
幸
せ
な
時
間
」

（
カ
ラ
ー
８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

大
商
学
園
高
等
学
校

（
豊
中
市
）

「
見
え
ぬ
け
れ
ど
見
え
る
も
の
」

（
カ
ラ
ー
８
枚
組
み
）

〈
２
回
目（
２
年
連
続
）〉

大
阪
府
立
成
城
高
等
学
校（
大
阪
市
）

「M
ARGINAL

　
　

〜
少
女
と
大
人
の
狭
間
で
〜
」

（
カ
ラ
ー
・
白
黒
８
枚
組
み
）

〈
３
回
目（
３
年
連
続
）〉

沖
縄
県
立
南
部
工
業
高
等
学
校

（
島
尻
郡
八
重
瀬
町
）

「
生
ま
れ
変
わ
る
」

（
カ
ラ
ー
8
枚
組
み
）

〈
２
回
目（
２
年
連
続
）〉

山
口
県
立
下
松
高
等
学
校

（
下
松
市
）

「
ア
ー
ト
ふ
ぇ
ち
」

（
カ
ラ
ー
8
枚
組
み
）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

〔
出
場
枠
3
校（
応
募
59
校
）〕

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

〔
出
場
枠
1
校（
応
募
19
校
）〕

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

〔
出
場
枠
4
校（
応
募
36
校
）〕

〈
４
回
目（
３
年
連
続
）〉

宮
城
県
柴
田
農
林
高
等
学
校

（
柴
田
郡
大
河
原
町
）

「
覚
醒　

〜
も
う
一
人
の
ワ
タ
シ
〜
」

（
カ
ラ
ー
８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

宮
城
県
石
巻
好
文
館
高
等
学
校

（
石
巻
市
）

「
希
望
の
印
」

（
カ
ラ
ー
6
枚
組
み
）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

〔
出
場
枠
4
校（
応
募
98
校
）〕

九
州・沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

〔
出
場
枠
2
校（
応
募
50
校
）〕

〈
５
回
目（
13
年
ぶ
り
）〉

中
越
高
等
学
校（
長
岡
市
）

『「
雪
国
に
生
き
る
」

　

〜
私
た
ち
の
住
む
町
は
美
し
い
〜
』

（
カ
ラ
ー
８
枚
組
み
）

〈
３
回
目（
２
年
ぶ
り
）〉

静
岡
県
立
伊
東
高
等
学
校
城
ヶ
﨑
分
校

（
伊
東
市
）

「
決
戦
！　

プ
ー
ル
掃
除
。」

（
カ
ラ
ー
8
枚
組
み
）

中
部・東
海
ブ
ロ
ッ
ク

〔
出
場
枠
3
校（
応
募
75
校
）〕

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

〔
出
場
枠
1
校（
応
募
28
校
）〕
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目
指
せ
頂
上
！ 

初
の「
Ｓ
Ｅ
Ａ　
Ｔ
Ｏ　
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

２
０
１
１
」

目
指
せ
頂
上
！ 

初
の「
Ｓ
Ｅ
Ａ　
Ｔ
Ｏ　
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

２
０
１
１
」

　

町
内
小
学
校
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
で
恒
例
の

春
の
運
動
会
が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
元

気
な
歓
声
と
応
援
の
声
が
各
地
区
で
に
ぎ
や

か
に
響
き
ま
し
た
。

　

５
月
29
日
、
今
年
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
開

い
た
の
は
東
川
小
（
村
田
俊
昭
校
長
、
３
７

４
人
）
。
気
持
ち
の
い
い
春
の
青
空
が
広
が

り
、
伝
統
の
綱
引
き
や
競
技
に
力
い
っ
ぱ
い

が
ん
ば
る
わ
が
子
や
孫
の
元
気
な
姿
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
の
声
援
が
響
き
ま
し
た
。

　

東
川
養
護
学
校
（
千
葉
紀
行
校
長
、
１
１

９
人
）
は
６
月
４
日
、
第
一
小
（
澤
田
安
男

校
長
、
30
人
）
、
第
二
小
（
工
藤
芳
美
校
長
、

36
人
）
、
第
三
小
（
菅
原
敏
光
校
長
、
28
人
）

は
と
も
に
翌
５
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
（
伊
藤

和
代
園
長
、
２
４
３
人
）
は
同
月
18
日
に
開

き
ま
し
た
。

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
運
動
会
は
、
午
後
か
ら

雨
天
と
な
り
、
午
後
に
予
定
し
て
い
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
室
内
に
変
更
し
て
、
５
歳
児
の
団

体
競
技
４
色
リ
レ
ー
１
種
目
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
27
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

東
川
建
設
業
協
会
安
全
大
会
、
交
通
安
全
町

民
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
業
協
会
（
藤
田
裕
三
会
長
）
の
安
全

大
会
に
は
、
町
内
の
各
建
設
関
連
事
業
所
か

ら
約
１
５
０
人
が
出
席
。
交
通
安
全
町
民
大

会
に
は
約
３
０
０
人
が
参
加
し
て
、
と
も
に

安
全
意
識
の
確
認
、
無
事
故
徹
底
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
以
来
２
件
続
い
て
交
通
死
亡
事
故
が

発
生
し
、
無
事
故
へ
の
取
り
組
み
強
化
が
大

き
な
運
動
目
標
。
坂
井
英
文
旭
川
東
警
察
署

長
は
「
死
亡
事
故
を
防
ぐ
取
り
組
み
に
が
ん

ば
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

第
三
小
児
童
代
表
の
６
年
生
、
高
森
燎
治

君
、
東
川
中
３
年
、
生
活
常
任
委
員
長
の
千

田
繭
さ
ん
２
人
が
交
通
安
全
を
願
い
、
東
町

１
丁
目
町
内
会
長
の
中
島
登
さ
ん
が
交
通
安

全
宣
言
を
し
ま
し
た
。

事
故
絶
滅
を
―
と
安
全
大
会

事
故
絶
滅
を
―
と
安
全
大
会

　

６
月
18
日
、

大
雪
山
旭
岳

（
標
高
２
千
２

９
１
㍍
）
が
今

季
の
山
開
き
を

し
ま
し
た
。

今
年
の
大
雪
山

は
、
日
本
一
遅

く
こ
の
時
期
に

満
開
を
迎
え
る

チ
シ
マ
ザ
ク
ラ

も
ま
だ
つ
ぼ
み

が
固
い
ま
ま
。
旭
岳
６
合
目
の
旭
岳
ロ
ー
プ

ウ
エ
イ
姿
見
の
駅
（
標
高
千
６
０
０
㍍
地
点
）

か
ら
山
頂
に
か
け
て
７
割
近
く
も
雪
が
残
り
、

例
年
に
比
べ
て
２
〜
３
週
間
季
節
の
訪
れ
が

遅
い
そ
う
で
す
。

　

祈
願
祭
は
、
肌
寒
い
小
雨
模
様
の
中
で
、

町
、
町
議
会
、
ひ
が
し
か
わ
観
光
協
会
（
浜

辺
啓
会
長
）
、
東
川
商
工
会
（
藤
田
裕
三
会

長
）
、
大
雪
山
・
天
人
峡
両
温
泉
地
区
関
係

者
、
大
雪
山
愛
護
少
年
団
員
、
自
然
保
護
監

視
員
ら
約
60
人
が
山
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

　

夜
に
な
っ
て
旭
岳
温
泉
街
の
青
少
年
野
営

場
（
標
高
千
１
０
０
㍍
地
点
）
で
は
、
ア
イ

ヌ
民
族
の
儀
式
、
ヌ
プ
リ
コ
ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夏
山
の
平
穏
を
祈
っ
て

祈
り
を
捧
げ
、
酋
長
が
山
の
神
に
祈
り
の
矢

を
放
ち
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
観
光
客
ら
が
い
っ
ぱ
い
訪
れ
、

大
か
が
り
火
を
一
緒
に
囲
ん
で
輪
に
な
っ
て

踊
り
、
に
ぎ
や
か
に
夏
山
シ
ー
ズ
ン
が
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　

６
月
18
、
19
の
両
日
、
旭
岳

の
頂
上
を
目
指
し
て
、
カ

ヤ
ッ
ク
、
バ
イ
ク
（
自

転
車
）
、
登
山
の
３

種
目
で
自
ら
の
力
を

試
す
初
の
「
大
雪 

旭
岳
Ｓ
Ｅ
Ａ　

Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

２
０

１
１
」
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
大
会
事
務
局
（
ひ
が
し
か

わ
観
光
協
会
内
）
が
主
催
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
は
忠
別
ダ
ム
湖
・
忠
別
湖
（
標

高
４
２
０
㍍
地
点
）
の
カ
ヤ
ッ
ク
会
場
。
１

人
ま
た
は
２
人
乗
り
で
片
道
２
・
５
㌔
㍍
の

往
復
コ
ー
ス
を
漕
ぎ
、
次
い
で
忠
別
湖
〜
旭

岳
温
泉
間
約
15
㌔
㍍
区
間
（
標

高
差
６
８
０
㍍
）
を
自
転

車
で
登
坂
。
最
後
に
旭

岳
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
姿

見
の
駅
（
標
高
千
６

０
０
㍍
地
点
）
〜

旭
岳
山
頂
（
標
高
２

千
２
９
１
㍍
）
約
２

㌔
㍍
（
標
高
差
６
９
０

㍍
）
を
登
山
す
る
、
と
い

う
ハ
ー
ド
な
種
目
に
挑
み
ま
し

た
。

　

カ
ヤ
ッ
ク
会
場
の
気
温
は
セ
氏
15
度
前
後

で
日
が
差
す
初
夏
の
陽
気
。
片
や
７
合
目
か

ら
山
頂
に
か
け
て
は
濃
霧
に
覆
わ
れ
、
体
感

温
度
は
氷
点
下
に
感
じ
る
ほ
ど
寒
い
レ
ー
ス

に
な
り
、
参
加
者
は
急
激
な
高
度
差
、
温
度

差
に
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

　

参
加
17
チ
ー
ム
・
個
人
の
う
ち
、
町
内
か

ら
東
川
第
三
小
学
校
職
員
ら
の
「
チ
ー
ム
第

三
」
、
大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署
員
ら
の

「
し
ゃ
く
レ
ー
シ
ン
グ
」
、
ウ
ェ
イ
ミ
ラ

ー
・
ト
ビ
ー
さ
ん
の
３
チ
ー
ム
・
個
人
が
出

場
し
、
全
員
完
走
し
ま
し
た
。

　

同
名
大
会
は
２
年
前
、
皆
生
・
大
山
（
鳥

取
）
大
会
で
初
開
催
。
今
年
東
川
大
会
が
加

わ
っ
て
全
国
４
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

好
天
の
中
、歓
声
い
っ
ぱ
い
運
動
会

好
天
の
中
、歓
声
い
っ
ぱ
い
運
動
会

旭
岳
が
山
開
き
〜
山
の
安
全
祈
っ
て
ヌ
プ
リ
コ
ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ

旭
岳
が
山
開
き
〜
山
の
安
全
祈
っ
て
ヌ
プ
リ
コ
ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ

綱引き
（東川小）

むかでの心はひとつ！
（第一小）

紅白大玉リレー
（第二小）

マーチングバンドの演奏
（第三小）

世界ゴルフ東川大会
（東川養護学校）

２歳児「うさぎ」組さんの「くだものだいすき」
（幼児センター）
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東
日
本
大
震
災
後
の

医
療
専
門
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
と
し
て
２
度
に
わ

た
っ
て
震
災
被
災
地
入

り
す
る
な
ど
、
阪
神
淡

路
大
震
災
の
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
経

験
豊
か
な
町
内
在
住
の

旭
川
医
大
病
院
救
急
科

助
教
、
及
川
欧
医
師
を

講
師
に
招
い
て
、
５
月

27
日
役
場
で
防
災
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

「
診
察
時
に
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
、
患

者
の
方
の
目
が
う
つ
ろ
で
、
こ
ち
ら
に
目
線

を
く
れ
な
い
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
相
手
に

ま
っ
た
く
関
心
が
な
い
、
と
い
う
の
は
元
気

が
な
い
証
拠
だ
と
思
い
、
マ
ス
ク
を
は
ず
し
、

手
を
握
っ
て
み
た
。
す
る
と
途
端
に
家
族
の

こ
と
を
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
と
被
災
者
の
状
況
を
話
し
ま
し
た
。

　

「
本
を
読
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に

目
の
疲
れ
を
訴
え
る
人
が
多
い
。
空
気
が
ど

れ
ほ
ど
汚
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
気

が
つ
い
た
」
「
不
思
議
な
こ
と
に
、
肩
こ
り
、

腰
痛
の
あ
っ
た
人
が
、
震
災
前
に
比
べ
て
痛

み
が
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
人
が
半
数
に
及

ん
だ
。
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
た
状
態
に
置
か

れ
て
い
る
と
、
痛
み
を
自
覚
し
な
い
よ
う
だ
」

「
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ

る
と
急
に
体
調
が
悪
く
な
り
、

長
く
回
復
し
な
い
」
と
ス
ト

レ
ス
症
候
群
の
多
さ
も
指
摘

し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
夜
、
す
ぐ
に
眠
り

に
つ
け
な
い
人
が
58
・
８
％

も
い
た
。
『
周
り
が
怖
く
て

眠
れ
な
い
』
『
す
ぐ
隣
の
人

の
名
前
も
知
ら
な
い
』
と
不

安
が
あ
る
よ
う
だ
。
親
戚
が

亡
く
な
り
、
行
方
不
明
の
人
が
何
人
も
い
る

の
で
、
お
互
い
に
重
い
話
を
し
た
く
な
い
、

と
思
っ
て
話
を
し
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
」

と
被
災
者
の
心
情
の
一
端
も
披
露
し
ま
し
た
。

　

昨
年
も
来
場
し
た
札
幌
の
新
芸
能
集
団

「
乱
拍
子
」
（
村
場
康
彦
代
表
）
の
皆
さ
ん

が
今
年
も
投
げ
銭
路
上
公
演
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

見
事
な
和
太
鼓
乱
れ
打
ち
、
と
ら
舞
い
な

ど
を
披
露
し
、
来
場
者
は
力
強
い
演
技
に
拍

手
喝
采
（
か
っ
さ
い
）
し
て
い
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
内
の
牧
場
か
ら
ポ
ニ
ー
幌
馬
車
も

登
場
し
ま
し
た
。
公
園
内
を
の
ん
び
り
遊
覧
。

子
供
た
ち
の
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
月
28
、
29
の
２
日
間
、
キ
ト
ウ
シ
森
林

公
園
で
第
50
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

衣
類
、
雑
貨
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
加

え
て
、
花
と
野
菜
の
苗
、
ウ
ド
、
フ
キ
な
ど

春
の
野
草
販
売
も
大
人
気
。
心
配
さ
れ
た
天

候
の
大
き
な
崩
れ
も
な
く
、
芝
生
の
飲
食
会

場
で
く
つ
ろ
ぐ
家
族
連
れ
の
楽
し
そ
う
な
笑

顔
が
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

東
川
と
美
瑛
の
写
真
ク
ラ
ブ

が
初
め
て
の
ク
ラ
ブ
対
抗
写
真

撮
影
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
、
東
川
フ
ォ
ト
ク

ラ
ブ
（
臼
田
健
二
会
長
）
、
美

瑛
写
交
会
（
武
藤
勝
志
会
長
）

の
会
員
10
人
ず
つ
が
文
化
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
集
ま
り
ま
し
た
。
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
町
内

中
心
部
の
羽
衣
公
園
、
市
街
地

の
町
並
み
な
ど
を
思
い
思
い
に
撮
影
。
出
来

上
が
っ
た
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
Ａ
３
版
の
プ

リ
ン
ト
出
力
を
し
て
講
評
し
あ
う
、
と
い
う

企
画
で
す
。

　

「
月
間
フ
ォ
ト
コ
ン
」
（
㈱
日
本
写
真
企

画
刊
）
誌
主
催
の
誌
上
企
画
「
ク
ラ
ブ
対
抗

デ
ジ
フ
ォ
ト
合
戦
」
と
し
て
実

現
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
同
誌
の
藤
森
邦
晃
編

集
長
、
東
京
で
活
躍
し
て
い
る

写
真
家
、
種
清
豊
氏
ら
が
写
真

指
導
、
講
評
、
選
考
を
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
初
の
企
画
に
「
大

人
の
写
真
甲
子
園
だ
ね
」
と
撮

影
意
欲
満
々
。
継
続
開
催
の
希

望
も
多
く
出
て
い
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
、
プ
リ
ン
ト
用
印
刷
機
材
は
キ
ヤ

ノ
ン
Ｍ
Ｊ
か
ら
無
償
貸
し
出
し
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
結
果
は

同
誌
８
月
号
で
誌
上
発
表
の
予
定
で
す
。

東
川
と
美
瑛
の
写
真
ク
ラ
ブ
が
交
流
撮
影
会
で
初
対
決

東
川
と
美
瑛
の
写
真
ク
ラ
ブ
が
交
流
撮
影
会
で
初
対
決

初
登
場
の
ポ
ニ
ー
馬
車
が
大
好
評
、く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス

初
登
場
の
ポ
ニ
ー
馬
車
が
大
好
評
、く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス

災
害
救
命
医
療
の
経
験
を
〜
旭
医
大
医
師
が
講
演

災
害
救
命
医
療
の
経
験
を
〜
旭
医
大
医
師
が
講
演

学
工
業
（
株
）
が
１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年

に
発
売
し
た
「
ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
オ
ー
ト
１
１

０
」
で
す
。

　

「
７
、
８
回
使
っ
た
だ
け
」
と
い
う
よ
う

に
、
保
存
状
態
は
最
高
。
「
東
川
で
ぜ
ひ
使

っ
て
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と
持
参
し
て

　
く
れ
ま
し
た
。

　

24
ミ
リ
標
準
、
50
ミ
リ
望
遠
、
18
ミ
リ
広

角
の
レ
ン
ズ
３
本
、
モ
ー
タ
ー
ワ
イ
ン
ダ
ー
、

ス
ト
ロ
ボ
、
レ
ン
ズ
フ
ー
ド
な
ど
が
そ
ろ
っ

た
「
コ
ン
プ
リ
ー
ト
キ
ッ
ト
」
で
す
。
当
時

の
価
格
ラ
ベ
ル
に
よ
る
と
７
万
６
千
１
５
０

円
と
表
示
が
あ
り
ま
す
。

　

旭
川
市
内
在
住
の
豊
岡
武
雄
さ
ん
（
75
）

が
東
川
町
に
秘
蔵
の
カ
メ
ラ
を
寄
贈
し
て
く

れ
ま
し
た
。
６
月
23
日
、
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
（
株
）
（
東
京
）
の
カ
メ
ラ
事

業
部
門
、
ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
の
前
身
、
旧
旭
光

旭
川
の
豊
岡
さ
ん
が
秘
蔵
カ
メ
ラ
を
寄
贈

旭
川
の
豊
岡
さ
ん
が
秘
蔵
カ
メ
ラ
を
寄
贈

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
、コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
協
同
で
移
動
販
売
車

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
、コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
協
同
で
移
動
販
売
車

　

３
年
目
を
迎
え
る
町
の
外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
研
修
講
座
、
大
雪
山
観
光
の
誘
致
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
、
町
は
５
月
22
日
か

ら
同
月
26
日
ま
で
、
松
岡
市
郎
町
長
、
浜
辺

啓
町
議
会
議
長
、
飯
田
和
幸
北
工
学
園
事
務

局
長
ら
９
人
の
代
表
団
が
韓
国
、
台
湾
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

韓
国
で
は
ソ
ウ
ル
市
の
北
東
北
３
県
・
北

海
道
ソ
ウ
ル
事
務
所
、
水
原
（
ス
ー
ウ
ォ
ン
）

市
役
所
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

台
湾
で
は
、
台
北
市
の
日
本
交
流
協
会
台

北
事
務
所
文
化
ホ
ー
ル
で
日
本
語
研
修
生
の

募
集
説
明
会
を
行
い
、
満
員
の
１
２
０
人
が

詰
め
掛
け
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

書
類
選
考
で
合
格
し
た
23
人
が
７
月
３
日

か
ら
２
カ
月
と
３
カ
月
の
２
コ
ー
ス
で
来
町

し
ま
す
。
高
校
生
対
象
の
韓
国
人
研
修
コ
ー

ス
は
、
７
月
31
日
か
ら
１
カ
月
間
、
20
人
が

来
町
し
ま
す
。

　

韓
国
、
台
湾
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、

多
額
の
義
援
金
が
日
本
に
届
き
ま
し
た
。
あ

ふ
れ
る
ほ
ど
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
被
災
地

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
支
援
の
気
持
ち
に
こ
た
え
る
た
め
、

町
は
今
年
の
研
修
生
を
無
料
で
受
け
入
れ
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
（
札
幌
、

大
見
英
明
理
事
長
）
の
移
動
販
売
車
「
お
ま

か
せ
便
」
が
町
内
に
登

場
し
ま
し
た
。
６
月
16

日
、
東
川
町
農
協
事
務

所
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
て
運
行
開
始
を
祝
い

ま
し
た
。

　

２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
の

中
に
約
千
ア
イ
テ
ム
の

生
鮮
食
品
、
日
用
品
を

積
み
、
町
内
を
巡
回
す

る
ト
ラ
ッ
ク
移
動
販
売

車
で
す
。
農
家
地
区
を

中
心
に
町
内
５
カ
所
で

停
車
販
売
し
ま
す
。

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
・
山
口
敏
文
専
務
理
事
、

板
谷
重
徳
東
川
町
農
協
組
合
長
、
松
岡
市
郎

町
長
の
３
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

山
口
専
務
は
「
初
め
て
農
協
の
組
合
員
勘
定

で
決
済
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
た
」
と
期

待
を
込
め
ま
し
た
。

　

松
岡
町
長
は
「
庭
先

ま
で
出
向
い
て
く
れ
て

買
い
物
が
で
き
る
、
と

い
う
の
は
先
導
的
な
試

み
」
と
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。
一
般
町
民
も
自

由
に
利
用
で
き
、
取
り

寄
せ
予
約
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
日
は
併
せ
て
同

農
協
事
務
所
に
憩
い
の

場
「
笑
味
（
え
み
）
ち

ゃ
ん
家
（
ち
）
」
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

１
階
会
議
室
約
56
平
方
㍍
を
、
自
由
に
利

用
で
き
る
談
話
室
（
休
憩
室
）
と
し
て
改
築

し
ま
し
た
。

韓
国
、台
湾
で
観
光
・
語
学
研
修
の
誘
致
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

韓
国
、台
湾
で
観
光
・
語
学
研
修
の
誘
致
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
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新
規
就
農
者
激
励
会
、期
待
い
っ
ぱ
い

新
規
就
農
者
激
励
会
、期
待
い
っ
ぱ
い

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

予
防
の
基
礎
知
識
を
知

っ
て
も
ら
お
う
―
と
町

は
５
月
25
日
、
町
内
在

住
の
写
真
家
・
獣
医
師

の
竹
田
津
実
さ
ん
を
講

師
に
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
「
キ
タ
キ

ツ
ネ
と
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク

ス
講
演
会
」
を
開
き
ま

し
た
。

　

「
ほ
と
ん
ど
の
キ
ツ

ネ
は
農
家
の
そ
ば
で
生

活
を
し
て
い
る
。
主
食
は
農
家
の
残
飯
で
、

猫
の
え
さ
を
と
っ
た
り
も
す
る
。
１
匹
の
キ

ツ
ネ
の
狩
場
は
約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
で
、

５
千
３
０
０
匹
も
ネ
ズ
ミ
を
捕
っ
て
食
べ
る
」

な
ど
と
生
態
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

「
一
番
問
題
な
の
は
放
し
飼
い
の
飼
い
犬
。

放
し
飼
い
に
す
る
と
縄
張
り
を
持
と
う
と
し
、

キ
ツ
ネ
の
巣
穴
に
入
っ
て
体
毛
に
虫
卵
を
く

っ
つ
け
て
戻
っ
て
く
る
。
子
供
は
そ
の
犬
と

一
緒
に
遊
び
、
抱
い
た
り
す
る
。
こ
れ
が
恐

ろ
し
い
」
と
注
意
を
喚
起
し
ま
し
た
。

　

「
畑
の
縁
（
へ
り
）
の
草
に
キ
ツ
ネ
の
体

毛
が
つ
い
て
い
る
。
農
家
の
人
は
、
草
に
触

れ
た
衣
類
で
家
の
中
に
虫
卵
を
持
ち
込
み
家

中
に
広
が
っ
て
し
ま
う
」
「
近
隣
町
と
一
緒

に
毎
年
駆
虫
薬
入
り
の
え

さ
散
布
を
行
え
ば
効
果
的
」

な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
虫
は

ネ
ズ
ミ
の
肝
臓
に
寄
生
し
、

キ
タ
キ
ツ
ネ
、
犬
な
ど
を

媒
介
し
て
ヒ
ト
に
経
口
感

染
し
ま
す
。
ヒ
ト
に
感
染

す
る
と
肝
臓
に
寄
生
し
、

潜
伏
期
間
10
年
か
ら
15
年

を
経
て
重
い
肝
機
能
障
害

を
引
き
起
こ
し
、
死
に
至

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
予
防
の
た
め
、
町
は
今
年
か
ら
農
家

地
区
で
駆
虫
薬
入
り
え
さ
の
散
布
を
始
め
ま

し
た
。

で
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
、

携
帯
電
話
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
危
険
性
と

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
注
意
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

「
小
学
生
が
課
金
方
式
の
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム

で
10
万
円
も
使
っ
て
し
ま
っ
た
」
「
携
帯
電

話
で
知
り
合
っ
た
男
に
写
真
を
撮
ら
れ
、
脅

さ
れ
て
男
の
風
俗
店
で
働
か
さ
れ
て
い
た
」

な
ど
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
高

い
、
な
ど
と
実
例
を
示
し
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
東
川
中
学
校
で
旭
川
東
警
察
署

生
活
安
全
課
の
政
岡
正
明
少
年
係
長
が
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
」

と
題
し
て
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
講

演
し
ま
し
た
。

　

「
第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
に

呼
応
し
て
、
旭
川
地
区
保
護
司
会
東
川
支
部

（
松
岡
洋
信
支
部
長
）
が
主
催
し
ま
し
た
。

　

近
年
小
、
中
学
生
の
間
で
も
利
用
が
進
ん

　

５
月
28
日
、
東
３
号
北
６

線
の
町
有
林
で
、
２
年
目
の

「
コ
ー
プ
未
来
（
あ
し
た
）

の
森
づ
く
り
」
植
樹
祭
が
あ

り
ま
し
た
。

　

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ

っ
ぽ
ろ
（
札
幌
）
の
社
会
貢

献
事
業
と
し
て
昨
年
か
ら
本

町
で
も
取
り
組
み
が
始
ま
り

２
年
目
。
生
協
組
合
員
の
親

子
30
人
が
参
加
し
て
、
町
有

林
約
20
ア
ー
ル
に
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ナ
ナ
カ

マ
ド
の
苗
木
を
２
０
０
本
ず
つ
植
栽
し
ま
し

た
。

　

青
空
が
広
が
り
、
大
雪
山
の
残
雪
が
ま
ぶ

し
く
く
っ
き
り
と
見
え
る
さ
わ
や
か
な
日
和

に
な
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
訪
れ
た
幼
児
は
、
自
分

の
体
よ
り
大
き
な
ス
コ
ッ
プ
を

抱
え
て
、
一
生
懸
命
に
苗
木
を

植
え
、
大
き
く
育
つ
よ
う
願
い

を
か
け
ま
し
た
。

　

「
未
来
（
あ
し
た
）
の
森
づ

く
り
」
事
業
は
、
買
い
物
の
と

き
に
レ
ジ
袋
を
辞
退
し
た
お
客

さ
ん
１
人
に
つ
い
て
０
・
５
円

ず
つ
を
積
み
立
て
て
原
資
を
作

り
、
５
年
間
森
づ
く
り
を
す
る
資
金
に
し
て

い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
し
て

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
運
動
に
役
立
て
よ
う
、

と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
昨
年
10
月
に
つ
い

で
２
回
目
の
植
樹
と
な
り
ま
し
た
。

「
大
き
く
育
っ
て
」と
組
合
員
が
今
年
も
植
樹

「
大
き
く
育
っ
て
」と
組
合
員
が
今
年
も
植
樹

イン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
要
注
意

イン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
要
注
意

　

ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト

の
塩
野
絵
美
選
手

（
31
）
＝
東
京
ベ
ル
デ

ィ
・
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
、

写
真
中
央
＝
が
５
月
31

日
か
ら
６
月
９
日
ま
で

10
日
間
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
合
宿
に
来
町
し
ま
し

た
。

　

７
月
３
日
開
催
の
済

州
国
際
ア
イ
ア
ン
マ

ン
・
コ
リ
ア
大
会
出
場

に
向
け
て
最
終
調
整
の
た
め
来
町
し
ま
し
た
。

　

旭
岳
に
向
か
う
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
の

急
勾
配
な
道
路
や
、
「
平
地
で
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
長
い
練
習
コ
ー
ス
は
北
海
道
」
と
い
う

と
お
り
、
信
号
が
な
く
適
度
な
勾
配
差
が
連

続
し
て
い
て
い
る
道
路
は
、
１
日
１
０
０
㌔

㍍
か
ら
１
５
０
㌔
㍍
と
い
う
長
距
離
の
バ
イ

ク
練
習
に
最
適
な
コ
ー
ス
の
連
続
で
す
。

　

今
年
は
第
27
回
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

宮
古
島
大
会
（
４
月
24
日
、
沖
縄
県
宮
古
島
）

で
女
子
総
合
優
勝
（
８
時
間
39
分
19
秒
）
し
、

そ
の
好
調
さ
を
韓
国
大
会
へ
も
持
続
し
て
結

果
を
出
す
の
が
目
標
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
の
ス
イ
ム
練
習
、

公
道
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
公
道
バ
イ
ク
練
習
メ
ニ

ュ
ー
を
交
互
に
繰
り
返

し
、
徐
々
に
体
調
ピ
ー

ク
に
持
っ
て
い
き
ま
す
。

旭
川
市
消
防
職
員
ら
消

防
職
員
の
チ
ー
ム
「
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
」
メ
ン
バ
ー

が
併
走
役
を
か
っ
て
出
、

有
効
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
こ
な
し
た
よ
う
で
す
。

　

塩
野
選
手
ら
東
京
ベ

ル
デ
ィ
・
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ー

ム
は
８
月
、
合
宿
３
年

目
で
こ
れ
ま
で
最
多
の
約
10
人
が
再
び
来
町

し
ま
す
。

ト
ル
ま
で
上
が
り
、
残
雪
が
残
る
姿
見
周
辺

の
眺
望
に
び
っ
く
り
。
南
国
・
タ
イ
で
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
高
山
の
風
景
と
一
面
の
雪

景
色
に
「
ウ
ワ
ー
ッ
、
す
ご
い
、
冷
た
い
！
」

と
感
嘆
。

　

東
関
東
大
震
災
後
低
迷
し
て
い
る
北
海
道

観
光
の
活
性
化
に
向
け
て
観
光
客
需
要
の
回

復
を
目
指
す
企
画
で
す
。
雪
と
高
山
が
珍
し

く
、
大
雪
山
な
ど
北
海
道
の
山
岳
観
光
需
要

は
高
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

タ
イ
国
内
主
要
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
テ
レ
ビ

３
局
、
新
聞
社
１
社
、
旅
行
雑
誌
１
社
、
旅

行
代
理
店
４
社
の
一
行
ら
20
人
が
大
雪
山
旭

岳
を
観
光
地
取
材
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
国
内
の
旅
行
代
理
店
プ
ロ
ア
ジ
ア
ト
ラ

ベ
ル
（
バ
ン
コ
ク
）
が
タ
イ
政
府
に
呼
び
か

け
て
実
現
し
ま
し
た
。
４
泊
５
日
で
札
幌
、

小
樽
、
登
別
、
旭
川
な
ど
道
内
主
要
観
光
地

を
回
り
、
５
月
24
日
旭
岳
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
標
高
約
１
６
０
０
メ
ー

　

新
規
農
業
就
農
者
が
町
内
に

誕
生
し
ま
し
た
。
６
月
８
日
、

東
川
農
協
青
年
部
（
青
木
健
太

部
長
）
が
主
催
し
て
東
川
町
農

協
大
ホ
ー
ル
で
激
励
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

18
歳
か
ら
38
歳
ま
で
９
人
。

高
校
、
農
業
大
学
校
を
卒
業
後

す
ぐ
に
家
業
を
継
い
で
就
農
す

る
方
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
す
る
方
、

札
幌
市
内
か
ら
ま
っ
た
く
異
業
種
か
ら
の
新

規
就
農
者
も
。
女
性
の
後
継
者
も
昨
年
に
続

い
て
２
年
連
続
で
誕
生
し
ま
し
た
。

　

板
谷
重
徳
東
川
町
農
協
組
合
長
は
「
こ
こ

５
年
以
上
、
新
規
就
農
者
が
毎
年
６
、
７
人

誕
生
し
て
い
る
。
新
し
い
東

川
の
農
業
を
ど
う
変
え
て
い

く
の
か
、
今
後
の
活
躍
を
応

援
し
た
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
「
今
や

町
内
で
40
歳
未
満
の
就
農
者

が
50
人
を
越
え
て
若
い
農
業

者
が
活
躍
す
る
す
ば
ら
し
い

時
代
に
な
っ
た
。
農
業
は
今
、

最
も
近
代
的
で
最
先
端
を
い
く
産
業
に
な
っ

た
。
国
民
の
命
を
守
る
産
業
と
自
覚
し
て
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
農
業
を
選
ん
だ
新
し

い
仲
間
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
、
12
㌻
を
参
照
）

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
に
要
注
意
、と
予
防
講
演
会

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
に
要
注
意
、と
予
防
講
演
会

ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
の
塩
野
絵
美
選
手
、今
年
も
鋭
気

ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
の
塩
野
絵
美
選
手
、今
年
も
鋭
気

タ
イ
の
Ｔ
Ｖ
局
、雑
誌
社
が
残
雪
の
旭
岳
を
取
材

タ
イ
の
Ｔ
Ｖ
局
、雑
誌
社
が
残
雪
の
旭
岳
を
取
材

11 10Higashikawa  2011  July Higashikawa  2011  July



で
も
機
械
で
耕
さ
な
い
こ
と
で
土
地
が
固

く
な
ら
な
い
の
だ
と
い
い
ま
す
。

◇

　
「
お
米
を
作
る
な
ら
水
の
き
れ
い
な
と

こ
ろ
が
い
い
」
―
。
思
い
出
し
た
の
は
、

今
は
亡
き
お
じ
い
さ
ん
が
35
年
前
ま
で
米

作
り
し
て
い
た
田
ん
ぼ
で
し
た
。

　
「
ほ
か
の
町
で
も
新
規
就
農
者
を
求
め

て
い
る
。
で
も
こ
の
町
で
や
り
た
か
っ
た
。

こ
の
町
で
末
永
く
暮
ら
し
た
い
。
み
ん
な

の
力
を
借
り
て
、
お
互
い
が
と
も
に
支
え

あ
え
る
小
さ
な
輪
を
作
り
た
い
ん
で
す
」
。

　
今
後
の
栽
培
計
画
の
品
目
は
、
コ
メ
、

小
麦
に
始
ま
っ
て
、
葉
も
の
野
菜
、
根
菜

類
、
イ
モ
類
、
豆
類
、
果
菜
類
、
ハ
ー
ブ

な
ど
50
品
目
以
上
盛
り
だ
く
さ
ん
。
事
前

に
契
約
し
た
消
費
者
に
週
に
1
度
程
度
届

け
る
シ
ス
テ
ム
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
収
穫
物
を
届
け
る
仕
組
み
は
現
在
思
案

中
。
「
『
果
た
し
て
農
業
に
な
る
の

か
？
』
と
い
う
疑
問
は
、
自
分
の
中
に
あ

る
。
み
ん
な
に
聞
い
た
ら
『
そ
ん
な
こ
と

は
無
理
』
と
言
わ
れ
そ
う
だ
け
れ
ど
、
子

供
や
孫
た
ち
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
環
境
を

少
し
で
も
残
せ
る
よ
う
役
立
ち
た
い
ん
で

す
」
。

　
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
営
農
1
年
目

の
最
初
の
作
業
は
う
ね
立
て
。
長
さ
約
40

メ
ー
ト
ル
１
列
す
べ
て
を
手
作
業
で
進
め
、

約
10
時
間
で
完
成
し
ま
し
た
。
う
ね
立
て

す
る
こ
と
で
長
雨
対
策
も
Ｏ
Ｋ
。
自
然
農

法
の
農
業
を
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
第

一
歩
で
す
。

　
最
初
に
ま
い
た
の
は
大
豆
。
被
覆
保
温

に
は
草
マ
ル
チ
で
低
温
対
策
を
し
ま
し
た
。

大
豆
は
痩
せ
た
土
を
肥
や
す
働
き
が
あ
る

の
で
、
後
作
の
た
め
の
土
作
り
に
も
な
る

と
い
い
ま
す
。

　
20
ア
ー
ル
の
土
地
は
、
こ
の
要
領
で
う

ね
立
て
し
、
野
菜
、
豆
類
、
ハ
ー
ブ
類
な

ど
を
混
合
栽
培
す
る
計
画
で
す
。

　
雑
草
マ
ル
チ
を
す
る
の
は
「
単
に
無
農

薬
で
は
な
く
、
地
球
に
負
荷
を
か
け
な
い

や
り
方
で
」
と
い
う
理
由
。

　
農
業
用
保
温
シ
ー
ト
の
資
材
は
、
一
般

的
に
は
ビ
ニ
ー
ル
。
「
ビ
ニ
ー
ル
は
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
も
燃
え
か
す
は
ご
み
に
な
り
、

埋
め
立
て
し
て
も
地
球
に
負
荷
が
か
か
っ

て
し
ま
う
。
草
を
使
え
ば
、
使
い
終
わ
っ

た
も
の
は
土
に
戻
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
草
は
僕
に
と
っ
て
貴
重
な
資
材
な

ん
で
す
」
。

　
農
地
は
一
見
荒
れ
放
題
で
草
い
っ
ぱ
い
。

今
、生
き
生
き
と

　

北
海
道
と
い
う
寒
冷
地

で
、
不
耕
起
自
然
農
法
と

い
う
難
問
に
挑
戦
を
始
め

ま
し
た
。
無
農
薬
、
無
肥

料
、
耕
さ
な
い
農
業
で
目

指
す
の
は
、
生
産
者
と
消

費
者
が
近
く
に
直
接
結
び

つ
き
、
地
域
と
農
業
者
が

と
も
に
支
え
合
う
強
く
て

小
さ
な
輪
。
「
子
供
や
孫

た
ち
に
地
球
の
自
然
を
残

し
た
い
」
―
。
そ
の
思
い

は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
実
を

結
ぶ
で
し
ょ
う
か
。

4545

農
業　

南　

直
人
（
み
な
み　

な
お
と
）
さ
ん

南さんが借りた約20アールのほ場松岡市郎町長の手から黄金のスコップを受け
取りました（6月9日、新規就農者歓迎会で）

刈り取った雑草類を播種（はしゅ）した大豆のうねの上にま
き、マルチ用保温材として有効利用

研
修
中
の
松
家
農
園
で

（
発
芽
玄
米
商
品
の
選
別
作
業
）

南　直人さん／農業／東町1
東神楽町出身、35歳。旭川工業高等専門学校卒。苫小牧市内、札幌市内の会社でSE（コンピューター・システムエンジニア）。その後脱サラして農業を目指し、
札幌市内の自然食品販売会社の直営農園で1年間農業研修。その後町内の松家農園（松家源一さん経営）で2年間農業研修。今年新規就農者として独立。祖
父の耕作地だった東倉沼の牧草地（約20㌃）を引き継いで貸り受け、不耕起栽培の自然農法による農業をスタート。目指すのは地域支援型農業（CSA）を参
考とした小さなコミュニティーづくり。CSAは、日本、ヨーロッパの「協同」の考え方を参考に、1980年代半ばにアメリカで再構築されて始まった小規模農業経営
の一方式。事前契約した消費者に、地元の農家が収穫物を直接届けるシステムを構築しています。比較的新しいニューヨーク市のCSAは、エリアごとに100近
くの支部を統括し、全米では12,549もの農家が参加しているということです（2007年、米農務省）。合気道2段。趣味は雅楽には欠かせない和楽器、龍笛。

みなみ　なおと
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俳　

句

　

未
来
を
し
っ
か
り
と
予
測
す
る
こ
と
は
「
神

の
み
ぞ
知
る
」
で
不
可
能
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

先
人
が
行
っ
て
き
た
よ
う
に
柔
軟
な
対
応
を
で

き
る
未
来
へ
の
投
資
と
遊
び
心
（
余
裕
）
が
必

要
な
の
だ
。
そ
れ
は
地
域
全
体
で
支
え
る
「
子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
」
の
行
動
と
実
践

で
も
あ
る
。

　

行
政
は
一
本
一
本
の
木
を
大
切
に
育
て
、
素

晴
ら
し
い
森
へ
と
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
「
過
去
に
学
び
、
未
来
に
向
か
っ
て
何

を
な
す
べ
き
か
」
と
「
一
点
を
見
て
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、
住
民
福
祉
向
上
と
い
う
全
体
を

見
る
」
と
い
う
の
が
町
づ
く
り
の
判
断
基
準
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過
去
の
実
績
を
否
定
す

る
人
が
い
る
が
、
否
定
し
て
は
い
け
な
い
。
時

代
は
川
の
流
れ
の
よ
う
に
絶
え
ず
変
化
し
て
い

る
中
で
、
そ
の
時
代
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
最
高

と
判
断
さ
れ
る
も
の
を
展
開
し
て
き
て
い
る
か

ら
だ
。　

  

　

「
少
子
高
齢
化
で
大
変
だ
、
大
変
だ
」
「
日

本
は
子
ど
も
の
数
が
減
り
、
人
口
が
減
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
人
口
が
増
え
る
は
ず
が
な
い
」
。

ど
こ
か
で
聞
い
た
気
が
す
る
。
こ
れ
は
日
本
全

体
の
平
均
的
な
話
で
あ
る
。
で
は
終
戦
後
か
ら

つ
い
最
近
ま
で
、
日
本
で
は
人
口
は
増
え
続
け

て
き
て
い
た
が
、
す
べ
て
の
市
町
村
で
人
口
は

増
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　

全
体
が
減
っ
て
い
る
か
ら
減
る
、
増
え
て
い

る
か
ら
黙
っ
て
待
っ
て
も
自
然
に
増
え
る
の
だ

ろ
う
か
。
答
え
は
明
白
、
「
N
ｏ
」
で
あ
る
。

そ
れ
は
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。

　

学
校
の
試
験
も
そ
う
で
あ
る
が
、
ク
ラ
ス
の

平
均
点
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も

全
生
徒
の
成
績
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
は
つ

な
が
ら
な
い
。
上
が
る
者
、
下
が
る
者
が
い
て
、

全
体
で
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
１
０
０
点

満
点
に
近
い
者
は
伸
び
る
点
数
幅
は
小
さ
い
が
、

50
点
程
度
や
そ
れ
以
下
の
人
は
努
力
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
ま
だ
ま
だ
伸
び
、
全
体
の
伸
び
率
に

大
き
く
貢
献
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
と
は
、
地
域
の
人
々
の

持
っ
て
い
る
「
知
と
技
」
を
使
っ
て
、
「
東
川

ら
し
さ
」
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
、
町
の
価
値

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
も
あ
る
。
学
校

の
試
験
に
例
え
る
な
ら
、
平
均
点
以
上
を
目
指

し
て
自
ら
努
力
す
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
。

　

ご
教
示
い
た
だ
い
た
言
葉
に
、
芭
蕉
の
「
不

易
流
行
」
が
あ
る
。
町
づ
く
り
に
置
き
換
え
て

考
え
て
み
る
と
、
不
易
と
は
「
東
川
ら
し
さ
」

の
持
続
で
あ
り
、
「
流
行
」
と
は
時
代
の
流
れ

に
順
応
で
き
、
先
導
で
き
る
能
動
的
な
行
動
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

木
を
植
え
、森
を
つ
く
る
気
持
ち
で
‼

俳　

句

　今は亡き偉大なる魔法使い「マリーン」の弟子
「バルサザール」は、現代のニューヨークで「マリ
ーン」の後継者である「デイヴ」と出会う。気弱な物
理オタクの大学生「デイヴ」に魔法の美学と技を伝
授しようと苦戦する一方で、魔法の監獄に閉じ込め
られていた史上最悪の魔法使いたちが次 と々よみ
がえり、〝選ばれし者〟「デイヴ」の命を狙う残忍な
魔法使いたちとの大戦争が始まる。その戦争にマン
ハッタン全体が巻き込まれていく。（109分）

　主人公の「かんこ」は、３年生。お兄ち
ゃんが拾ってきた子犬と同じさびしそうな
目をしていると思い、空き地の平たい石に
座っていた「風助さん」を家に連れてくる。
「風助さん」は、「かんこ」の生まれる前
のまちの様子や、平たい石はヤマトシジミ
というチョウの食卓だと教えてくれた。そ
して時 「々かんこ」の家から姿を消し、あ
る日を境に帰ってこなくなってしまう。

　大正時代、東北に芸術家たちがつくった
ユートピア「唯腕村」。村の後継者、「東一」
はこの村で美少女「マヤ」と出会う。マヤの
父親は失踪し、母親は中国で行方不明にな
って、北田という謎の人物の娘としてこの村
に流れ着いた。過疎、高齢化、農業破綻、
食品偽装など、ユートピアはいつしかデスト
ピアへ。自らの王国に囚われた男と、国と国
との狭間からこぼれ落ちた女の運命は…。

魔
法
使いの
弟
子

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン

ポ
リ
ティコン　
上・下

（
一
般
書
）

桐
野
夏
生
／
著　　
文
藝
春
秋
／
刊

ヤマトシジミの
食
卓

（
児
童
書
）

吉
田
道
子
／
著　
く
も
ん
出
版
／
刊

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています
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俳　

句

川が教えてくれたこと②
　沢の岩にはコケがびっしりと付き、新緑からの木洩れ日
は緑の光線となり、川面すらも緑となって周辺の草木もさ
らに緑を濃くする。自分の肺に取り込む空気も緑色に感じ
てむせかえる、そんな経験をしたことがあるでしょうか。
　６月から７月にかけての時期は、川の風景が最も美しい
と感じる時期です。河畔の樹木からは青葉が芽吹き、林床
には山野草が青々と茂り、時折小さな花を付ける可憐（か
れん）な植物が咲いていたりします。やや時期の遅れた話
と思われる方もいると思いますが、いやいや上流ではまだ
まだ季節の訪れが遅いことがあります。渓流をさかのぼる
ことは、季節をどんどんさかのぼることになり、源流の日
陰地には７月でも残雪が残っていることだってあるのです。
　川に通っていると、絶好の釣り日和という日があります。
しかし、ヒトの感じる釣り日和なんて魚には関係のない感
覚ですから、当てになりません。それでも過去の経験から、
こんな場所ではこんな風に釣れるはずなのになぜか釣れな
い、という場合があります。
　まず疑うのは、最大のライバルである釣りの先行者の有

梅
雨
の
傘
中
か
ら
花
び
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

万
緑
と
力
競
べ
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

綿
飛
ば
し
ほ
っ
と
タ
ン
ポ
ポ
の
吐
息
か
な

健
や
か
に
泣
い
て
笑
っ
て
玉
の
汗

好
ま
し
や
男
の
汗
と
白
き
歯
と

バ
ト
ン
受
け
汗
も
出
ぬ
間
に
ご
ぼ
う
抜
き

不
揃
い
の
雑
路
歩
く
汗
の
靴

腕
ぬ
き
を
も
て
額
の
汗
を
拭
ひ
け
り

汗
拭
き
し
母
の
乳
房
の
白
き
こ
と

球
場
の
歓
声
マ
ド
ン
ナ
の
汗
の
目
に

そ
の
人
の
生
き
方
秘
め
し
夏
帽
子

教
室
の
汗
の
匂
ひ
や
五
時
間
目

被
災
地
や
汗
も
涙
も
一
拭
ひ

山　
口　
佐
知
子

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
露　
葉

青　
野　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

無です。蛇の道はヘビ。やはり釣り日和に誘われるので
しょうか。先行者の有無は釣果に大きく影響しますから、
まずはその有無を気にしなければなりません。魚が釣ら
れてしまっていては、釣れるものも釣れませんからね。
　足跡があった場合、その日のものか、あるいは２～３
日前に付けられたものかなど、釣果に影響しそうな情報
を読み取り、続行するか、川を替えるか、あきらめて帰
るかを決断します。その他水質や水温や潮汐、外来魚の
繁殖状況など、考えるべき多くの要素があります。
　川の状態を知ることは、その山の状態を知ることにつ
ながります。先行者の有無も大事ですが、水底の土砂の
状態は特に重要です。比較的きれいと思われる川でも川
底の石や岩に砂が付着していれば、上流での森林伐採や
河川改修など、土木工事をしている場合があります。川
底の石に毛足の長い藻が付着していれば、上流での大量
取水による水量減少、あるいは生活排水の混入もあり得
ます。
　そのような状態の川では、カゲロウやトビケラ、カワ
ゲラといった成虫になるまで川底の石の表面を生活の場
とする昆虫にとって、生育を脅かされることになり、そ
れらを主食とするヤマメやイワナ、オショロコマとった
渓魚にとっても生息環境の悪化につながる事になるわけ
です。

環境省東川自然保護官事務所　佐　藤　一　交

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句
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大雪地区広域連合からのお知らせ

所 得 割り（ % ）

資 産 割り（ % ）

均等割り（円）
（１人当たり）

7 割 軽 減 額

5 割 軽 減 額※3

2 割 軽 減 額

平等割り（円）
（ 世 帯当たり）

7 割 軽 減 額

5 割 軽 減 額※3

2 割 軽 減 額

8.4（5.8）

20.0（20.0）

26,000（21,000）

7,800（6,300）

13,000（10,500）

20,800（16,800）

38,000（32,000）

11,400（9,600）

19,000（16,000）

30,400（25,600）

510,000（500,000）賦課限度額（円）

大雪地区広域連合の介護サービス費用（100％）

公費50％（税）
（国25％、道12.5％、町12.5％）

第1号被保険者の
保険料20％

第2号被保険者の
保険料30％

2.2（1.7）

8.0（8.0）

7,000（6,000）

2,100（1,800）

3,500（3,000）

5,600（4,800）

10,800（9,400）

3,240（2,820）

5,400（4,700）

8,640（7,520）

140,000（130,000）

1.7（1.5）

4.3（4.3）

7,200（6,600）

2,160（1,980）

3,600（3,300）

5,760（5,280）

9,800（9,400）

2,940（2,820）

4,900（4,700）

7,840（7,520）

120,000（100,000）

医　療　分 支援金分　※１ 介護分　※２

対　象　者保険料区分
（７段階） 算定方法

基準額×0.50 27,300

基準額×0.50 27,300

基準額×0.75 40,950

（特例）
基準額×0.88 48,040

基準額 54,600

基準額×1.25 68,250

基準額×1.50 81,900

生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で住民
税非課税世帯

住民税非課税世帯で、前年の合計所得＋課税年金収
入額が80万円以下

住民税非課税世帯で、保険料段階が第２段階以外

住民税課税世帯の本人が住民税非課税で、前年の合
計所得＋課税年金収入額の合計額が80万円以下

住民税課税世帯の本人が住民税非課税で、特例第４
段階以外

本人が住民税課税で合計所得金額が200万円未満

本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上
400万円未満

本人が住民税課税で合計所得金額が400万円以上

４

１

２

３

５

６

７ 基準額×1.75 95,550

保険料額
（年額、円）

21～23年度

65歳以上の方（第1号被保険者）の保険料（年額）

保険料の納め方
　特別徴収（年金からの天引き）、普通徴収（口座振替または納付書による納付）があります。
１　特別徴収（年金からの天引き）
　　老齢、退職、遺族、障害の各年金が年額18万円（月額15,000円）以上の方は、２カ月おき（２、
　　４、６、８、10、12の各月）に支払われる年金から、支払いごとに２カ月分の保険料が天引きさ
　　れます。老齢福祉年金からは天引きされません。
２．普通徴収（口座振替、納付書による金融機関等への納付）
　　普通徴収の対象となる方は、大雪地区広域連合から送付される納付書にしたがって納付いただきま
　　す。
３．40歳以上65歳未満の方の保険料（第２号被保険者）
　　医療保険料として一括徴収になります。保険料の計算方法や額は、加入している公的医療保険制度
　　によって異なります。
　①社会保険に加入している場合
　　○給料に応じて異なります。
　　○医療保険の保険料と同様に事業主が半分負担します。
　　○被扶養者の直接保険料負担はありません。
　②国民健康保険に加入している方の場合
　　○所得、資産等に応じて異なります。
　　○保険料と同額の国庫負担があります。
　　○世帯員分も世帯主が負担します（世帯単位で算出します）。

国民健康保険料、介護保険料を改定します
―後期高齢者医療保険料は据え置き―

国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者
医療保険料が改定になりました

国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者
医療保険料が改定になりました

国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者
医療保険料が改定になりました

【国民健康保険料】
　広域連合議会で、23年度国民健康保険料率が決まりました。
医療費の動向や保険財政の安定化等をもとに十分に検討した結果、以下の保険料率表のとおり決定しま
した。
 これまで同様、加入者の皆さまが安心して医療を受けられる事業運営のため、ご理解ご協力をお願い
します。

23年度国民健康保険料率表

※１　支援金分は74歳以下の人が納める「後期高齢者支援金」です。後期高齢者医療制度に必要な総医療費の一部を負担するものです。
※２　介護分は40～64歳の人が納める介護保険料相当分です（介護保険の第２号被保険者）。
※３　前年所得が一定の基準額に満たない世帯は、均等割りと平等割りの軽減が適用されます。

【介護保険料】
　「介護保険制度」は、40歳以上のすべての人が保険料を出し合って介護にかかわる費用をお互いに
支え合う制度です。住み慣れた地域でいつまでも健やかに暮せるよう、費用を保険料として相互に負担
しています。
費用の財源は、65歳以上の方の第１号被保険者並びに40歳以上65歳未満の方の第２号被保険者の皆さ
まからの保険料と公費（税金）です。21～23年度の保険料の基準額（年額）は、54,600円（月額4,550
円）です。保険料は、介護保険事業計画で見込まれる大雪地区広域連合全体の介護サービス量（費用）
に基づいて３年ごとに見直しています。その負担割合は次のとおりです。

（　）内は前年度
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▼ お問い合わせ 

▼

大雪地区広域連合国民健康保険対策室・介護保険対策室
☎（直通）82－3697

▼ 納付相談窓口 

▼

税務課税務収納室　　☎82－2111（内線121）

2 割 軽 減額

8.5割軽減額

9 割 軽減額

均 等 割り（ 円 ）、（ 　 ）は軽 減 基 準 所 得

所 得 割 り （ % ）

賦 課 限 度 額（ 円 ）

5 割 軽減額

（33万円+35万円×世帯の被保険者数）

（33万円）

（33万円かつ被保険者全員が年金収入80万円以下で他の所得がない）

（33万円+（24万5千円×世帯主以外の被保険者数））※4

44,192

10.28

4,400

6,628

22,096

35,353

500,000

８月１日（月）

８月31日（水）
９月30日（金）
10月31日（月）
11月30日（水）
12月28日（水）

24年１月31日（火）

保険料納期限（23年度）
第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

第７期

※4　単身世帯の方は該当しません。

大雪地区広域連合からのお知らせ

【後期高齢者医療保険料】
　被保険者全員が負担する「均等割り」、前年の所得に応じて負担する「所得割り」の合計額です。
23年度保険料額決定通知書、納付通知書（普通徴収）、特別徴収開始通知書は７月中旬に送付いたし
ます。

23年度後期高齢者医療保険料

保険料の納付方法の変更
　現在年金からお支払いいただいている方（特別徴収）、特別徴収開始通知書によって10月以降特別
徴収となる方は、支払い方法を口座振替に切り替えることができます。10月以降、特別徴収分の支払
いを口座振替に切り替えご希望の場合は、8月3日（水）までに役場の国保担当窓口（または収納担当
窓口）で納付方法の変更申し出を行ってください。
◆手続きに必要なもの
　本人の保険証、振替口座の預金通帳、印鑑（通帳のお届け印）
　※介護保険料は納付方法を変更できません。

保険料の納期限
　大雪地区広域連合の国民健康保険料（普通徴収）、介護保険料（同）、
後期高齢者医療保険料（同）の納期限は次のとおりです。納期限を過ぎ
ると延滞金が徴収される場合があります。期限内の納付が難しい場合は、
分割納付などの制度もあります。納付相談窓口でご相談ください。
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くらし
・

ネットワーク

くらし
・

ネットワーク
東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

　
父

直広

　
母

綾香

　
行政区

34区

お 誕 生
生まれた子
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ワ
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・
道
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、
固
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税

第
４
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１
月
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日
（
火
）
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民
税
、
固
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産
税
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年
金
等
か
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（
東
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は
当
分
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送
り
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受
け
て

い
る
65
歳
以
上
の
方
か
ら
、
個
人
住
民

税
を
特
別
徴
収
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
町
は
当
分
の
間
、
見

送
り
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

納
税
に
つ
い
て

納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　

預
金
口
座
か
ら
納
期
限
の
日
に
町
税

を
自
動
的
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
が

手
続
き
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
納
入

通
知
書
、
預
貯
金
通
帳
、
銀
行
印
を
持

参
の
う
え
、
納
期
限
15
日
前
ま
で
に
手

続
き
願
い
ま
す
。
（
郵
便
局
は
20
日
前

ま
で
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
）
こ
の

機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

耕
作
業
車
等
）
を
所
有
し
て
い
る
方

　

が
納
め
る
税
金

　

身
体
障
が
い
者
等
減
免
措
置

身
体
障
が
い
者
の
た
め
に
使
用

さ
れ
る
軽
自
動
車
で
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
も
の
は
減
免
措

置
と
な
り
ま
す
。
（
生
計
を
一

に
す
る
方
が
所
有
す
る
車
両
に

つ
い
て
も
適
用
対
象
）

減
免
を
受
け
る
に
は
7
月
21
日

ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
納
税
通
知
書
の
内
容
を
確
認
し
、

納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

納
入
期
限

第
1
期　
　
　

８
月
１
日
（
月
）

　

町
・
道
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税

第
２
期　
　
　

９
月
30
日
（
金
）

　

町
・
道
民
税
、
固
定
資
産
税

第
３
期　
　
　

11
月
30
日
（
水
）

 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

税
務
収
納
室　

課
税
に
関
す
る
こ
と

（
内
線
1
2
3
、
1
2
4
）
、
納
付
に

関
す
る
こ
と
（
内
線
1
2
1
）

町
税（
住
民
税・固
定
資
産
税・軽
自

動
車
税
）納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま

し
た

　

平
成
23
年
度
の
町
税
納
税
通
知
書
を

７
月
１
日
に
送
付
し
ま
し
た
。

〈
住
民
税
〉　

毎
年
１
月
１
日
現
在
に

　

居
住
す
る
市
町
村
に
、
前
年
の
所
得

　

を
も
と
に
算
出
さ
れ
た
税
額
を
納
め

　

る
税
金

〈
固
定
資
産
税
〉　

毎
年
１
月
１
日
に

　

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し

　

て
い
る
方
が
固
定
資
産
の
価
格
を
も

　

と
に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
所
在
市
町

　

村
に
納
め
る
税
金

〈
軽
自
動
車
税
〉　

毎
年
４
月
１
日
現

　

在
、
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
動
車
、

　

軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
、
二
輪
、
農

　

口
座
振
替
受
付
窓
口

「
役
場
税
務
課
」
、
「
東
川
町
農

業
協
同
組
合
」
、
「
北
央
信
用
組

合
東
川
支
店
」
、
「
北
海
道
銀
行

豊
岡
支
店
」
、
「
北
洋
銀
行
旭
川

中
央
支
店
」
、
「
北
陸
銀
行
旭
川

支
店
」
、
「
東
川
町
内
の
各
郵
便

局
」

　

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

「
東
川
町
農
業
協
同
組
合
」
、

「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
郵
便
局
」
、

「
北
央
信
用
組
合
」
、
「
北
海
道

銀
行
」
、
「
北
洋
銀
行
」
、
「
北

陸
銀
行
」
の
道
内
の
各
店
舗
（
一

部
引
落
と
し
で
き
な
い
支
店
も
あ

り
）

納
期
限
ま
で
の
納
付
が
難
し
い
場
合

　

何
ら
か
の
事
情
で
納
期
ご
と
に
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
７
月
15

日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
納
税
相
談
を
し

て
く
だ
さ
い
。
納
税
猶
予
・
分
割
納
付

（
口
座
振
替
が
原
則
）
や
事
情
に
よ
っ

て
は
、
減
免
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

必
ず
税
務
課
税
務
収
納
室
収
納
担
当
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

延
滞
金
の
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す

　

税
（
料
）
金
が
納
期
限
後
に
納
付
さ

れ
た
場
合
に
、
そ
の
納
期
限
の
翌
日
か

ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ

て
延
滞
金
を
徴
収
し
て
い
ま
す
の
で
、

納
期
限
内
に
納
付
を
済
ま
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

7月の行事

　
（前月比＋
（前月比－
（前月比＋
（前月比－

　
7,868人
3,751人
4,117人
3,322戸

3人
8人

30人
24人

　
1人）
5人）
6人）
5戸）

人口・世帯数　5月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

戦没者慰霊祭音楽行進（前10時、市街地）
東川町戦没者ならびに開拓功労者異例追悼式
（前11時、平和と開拓の碑）
町民体育祭（町民グラウンド）
ラトビア・ルーイエナ町から交流訪問団ウェルカム
パーティー（後6時、農村環境改善センター）
中国人強制連行殉難烈士慰霊祭（前10時、東14
号墓地）
忠別川上流災害調査報告会（後3時、同）
東川町産業振興懇談会（後1時半、農協）
第1回農業委員会総会（後1時半、第3会議室）
写真甲子園2011開会式（後3時、農村環境改善
センター＝29日まで）
国際写真フェスティバル、どんとこい祭り開幕・音楽
行進（正午、１丁目通り）＝31日まで
写真の町東川賞授賞式（後２時、農村環境改善セ
ンター）
第32回北海道中学校剣道大会開会式（後１時半、
東川中）

2日㈯

3日㈰
7日㈭

14日㈭
15日㈮
22日㈮
26日㈫

　
30日㈯

　

8月2日㈫

人のうごき　5月16日～6月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
行政区　
西町3丁目
上岐登牛
北町3丁目

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
福永　紳　　　　矢野　由香
河村　紀行    　　河村　美穂
大谷　浩輔　　　居川　美佐子

　

87歳
59歳
96歳
85歳
81歳
95歳

　
歳

　
行政区
6西区
32区
東町1丁目
34区
17区西町
15区

届出人
岡澤　チズ子
齋藤　和博
中原　伸明
行天　孝夫
紫牟田　隆博
谷　千代栄

おくやみ
亡き人
岡澤　常雄
齋藤　夏子
中原　福惠
行天　ミサオ
紫牟田　ヌイ子
谷　ツギ子
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
保
護
者
の
も
の
）
③
保
険
証
（
子
供

の
も
の
）
④
限
度
額
認
定
証
⑤
印
鑑

ご
存
じ
で
す
か
？　
障
が
い
児（
者
）の

方
への
経
済
支
援

　

障
が
い
が
あ
る
方
の
た
め
の
経
済
的

な
支
援
と
し
て
、
国
の
手
当
支
給
制
度

が
あ
り
ま
す
。

◇
障
が
い
児
（
者
）
本
人
に
支
給
さ
れ

る
手
当

　

①
特
別
障
害
者
手
当

　

○
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
で
常
に
特
別
の
介

護
が
必
要
な
20
歳
以
上
の
在
宅
の
方

○
病
状
ま
た
は
精
神
障
害
が
２
つ
以

上
の
方
○
介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
、

手当の種類 支給額
（月額、円） 支給月

毎年4月、8月、11月
の各月。前月分まで
をまとめて支給（11
月は11月分を含む）

毎年2月、5月、8月、
11月。各月に前月分
までをまとめて支給

26,340

50,550

33,670

特別障害者

障害児福祉 14,330

特別児童扶養

手
数
料　

受
験
料
４
千
円
、
受
講
料
３

　

千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
、
試
験

　

制
度
変
更
の
た
め
、
来
年
度
（
24
年

　

度
）
か
ら
費
用
が
上
が
り
ま
す
。

試
験
・
講
習
地　

旭
川
市
、
札
幌
市
な

　

ど
道
内
10
市

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
、
申
請
は
社
会
福
祉

室
☎
（
内
線
５
０
２
、
５
０
３
）
、
健

康
と
食
は
保
健
指
導
室
（
内
線
５
０
５

〜
５
０
７
）
、
高
齢
者
介
護
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
５
０
８
）

「
福
祉
医
療
受
給
者
証
」の
更
新
時
期
で

す　
現
在
ご
使
用
中
の
「
重
度
心
身
障
害

者
」
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
」
「
乳
幼
児

等
」
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
費
受
給
者
証
は

有
効
期
限
が
７
月
31
日
（
日
）
ま
で
で

す
。
継
続
し
て
必
要
な
場
合
、
更
新
申

請
が
必
要
で
す
。
更
新
の
申
請
が
お

済
み
で
な
い
方
は
至
急
提
出
願
い
ま
す

（
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
受
給
者
証

は
申
請
不
要
）
。

　

入
院
の
医
療
費
助
成
を
受
け
る
方
は
、

別
途
申
請
が
必
要
で
す
。
助
成
対
象
は

小
、
中
学
生
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
認

定
結
果
は
、
７
月
末
日
ま
で
に
郵
送
い

た
し
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
は
次
の
書
類
を
そ
ろ
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
認
定

申
請
書
②
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の

５
で
特
別
な
介
護
が
必
要
な
方
―
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

②
障
害
児
福
祉
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
に
介
護
が
必
要
な
20
歳
未
満
の

在
宅
の
児
童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
障
が
い
児
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
る
手
当

　

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
中
程
度
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

福
祉
給
付
金
を
支
給
し
てい
ま
す

　

本
年
度
は
以
下
の
条
件
世
帯
を
対
象

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
世
帯

で
受
給
を
希
望
す
る
方
は
、
必
要
書
類

を
添
え
て
社
会
福
祉
室
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
対
象
と
な
る
世
帯

①
70
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ

る
生
活
保
護
受
給
世
帯
（
障
害
者
加

算
対
象
世
帯
を
除
く
）

②
同
居
す
る
18
歳
以
上
の
方
全
員
が

市
町
村
民
税
所
得
割
が
非
課
税
世
帯

（
※
）
で
、
高
等
学
校
に
通
学
す
る

児
童
を
養
育
す
る
世
帯
（
※
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
等
を
受
け
ら

れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
控
除
前
の
市

町
村
民
税
額
）

◇
給
付
金
額

　

○
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
1
人
に
つ

き
月
額
８
千
円

○
70
歳
以
上
の
方
が
２
人
以
上
い
る

世
帯　

1
世
帯
に
つ
き
月
額
８
千
円

○
70
歳
以
上
の
単
身
世
帯
1
世
帯
に

つ
き
月
額
４
千
円

◇
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
直
近
の
生
活
保
護
の
決
定
通
知
書

（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

②
平
成
23
年
度
の
市
町
村
民
税
が
所

得
割
非
課
税
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

書
類
（
①
を
添
付
の
場
合
ま
た
は
23

年
１
月
１
日
現
在
、
本
町
に
世
帯
全

員
の
住
民
票
が
あ
っ
た
方
は
不
要
）

③
在
学
証
明
書
（
高
等
学
校
）
④
預

金
通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
等
が
分

か
る
面
）

◇
支
給

　

審
査
の
上
、
支
給
が
決
定
す
る
場

合
は
支
給
額
が
月
末
に
ご
指
定
の
口

座
に
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
受
け
付
け

状
況
の
お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
義
援
金
額

は
、
町
内
で
延
べ
４
６
８
万
２
千
4
０

７
円
に
な
り
ま
し
た
（
６
月
23
日
現

在
）
。

　

い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
東
川
町
分
区
窓
口
（
社
会
福
祉
室

内
）
を
通
じ
て
日
本
赤
十
字
社
北
海
道

支
部
に
送
金
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後

「
義
援
金
配
分
割
合
決
定
委
員
会
」
を

通
じ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
配
分
し
て

い
ま
す
。

１

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

調
査
報
告
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は
☎

（
内
線
２
２
１
）
、
そ
の
他
の
お
問
い

合
わ
せ
は
企
画
財
政
室
☎
（
内
線
２
２

６
）

忠
別
川
上
流
災
害
の
調
査
報
告
会
を

開
き
ま
す

　

昨
年
８
月
、
忠
別
川
上
流
で
起
き
た

河
川
災
害
の
調
査
報
告
会
「
平
成
22
年

８
月
豪
雨
、
忠
別
川
上
流
災
害
調
査
報

告
会
‐
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
災
実
態
と

地
域
の
防
災
に
つ
い
て
」
を
開
き
ま
す
。

　

調
査
報
告
は
、
同
災
害
調
査
団
長
の

清
水
康
行
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研

究
院
教
授
（
水
圏
環
境
工
学
分
野
）
、

地
域
防
災
に
関
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営

利
活
動
）
法
人
環
境
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
、
鈴
木
英
一
理
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
発

表
を
担
当
し
ま
す
。

日
時　

７
月
14
日
（
木
）
午
後
３
時

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

会
費　

無
料

内
容　

○
災
害
調
査
報
告
＝
清
水
康
行

　

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
教

　

授
（
水
圏
環
境
工
学
分
野
）
○
地
域

　

防
災
に
つ
い
て
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利

　

活
動
）
法
人
環
境
技
術
研
究
セ
ン
タ

　

ー
理
事
長
、
鈴
木
英
一
北
海
道
大
学

　

大
学
院
工
学
研
究
院
教
授
（
寒
冷
地

　

河
川
工
学
分
野
）

算
定
さ
れ
ま
す
が
、
全
額
納
付
に
比
べ
、

年
金
額
が
2
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

▼
一
部
免
除
（
一
部
納
付
）

　

「
４
分
の
１
」
「
２
分
の
１
」
「
４

分
の
３
」
と
３
段
階
あ
り
ま
す
。
前
年

所
得
を
基
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。　

申
請
者
、
申
請
者
の
配
偶
者
、
世
帯
主

の
前
年
所
得
に
よ
っ
て
全
額
免
除
、
一

部
免
除
が
決
定
し
ま
す
。

　

一
部
免
除
の
場
合
、
保
険
料
を
納
付

し
な
い
と
、
そ
の
間
「
未
納
期
間
」
と

な
り
、
受
給
資
格
期
間
に
算
定
さ
れ
ま

せ
ん
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
も
減
額

に
な
り
ま
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
度

　

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
世
帯
主
と

同
居
し
て
い
る
30
歳
未
満
の
申
請
者
の

場
合
、
本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
を

基
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
失
業
に
よ
る
特
例
免
除

　

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
失

業
（
退
職
）
し
て
い
る
場
合
に
対
象
に

な
り
ま
す
。
申
請
者
以
外
の
「
申
請
者

の
配
偶
者
、
世
帯
主
」
の
前
年
所
得
に

よ
っ
て
該
当
段
階
が
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
が
必
要
で
す
。

　

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
、

源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
書
の
写
し
な

ど
、
前
年
の
所
得
状
況
を
証
明
す
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
の
申
請
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
（
役
場
１
階
１
番
窓
口
）
。

　

旭
川
年
金
事
務
所
は
☎
27
―
１
６
１

 
定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

２
）
、
住
宅
の
こ
と
は
住
ま
い
室
（
内

線
１
１
６
、
１
１
７
）

国
民
年
金
は
、保
険
料
の
免
除・納
付

猶
予
制
度（
申
請
）が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
の
納
付
が
免
除
、
猶
予
と
な
る
「
保

険
料
免
除
」
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
、
納
付
猶
予
を
受
け
ず
に
保
険

料
未
納
の
状
態
の
ま
ま
死
亡
、
障
害
の

場
合
、
遺
族
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予

申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

免
除
、
ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
て

い
た
期
間
は
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
（
３
０
０
月

（
25
年
間
）
以
上
）
と
し
て
算
定
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
間
保
険
料
の
支
払
い

額
は
少
な
い
た
め
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

免
除
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め

に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
全
額
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
承
認
期
間
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月

ま
で
で
す
。

▼
全
額
免
除

　

免
除
期
間
は
受
給
資
格
期
間
と
し
て

町
民
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
き
ま
す

　

旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
（
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
ポ
テ
ト
）
が
町
民
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

開
き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
か
ら
も

っ
と
便
利
に
使
い
た
い
方
ま
で
が
対
象

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
実
際
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、
Ａ
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
使
い
方
」
、
Ｂ
「
電
子
メ
ー
ル
の

使
い
方
」
、
Ｃ
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
基

本
か
ら
便
利
な
使
い
方
」
。

日
時　

①
②
７
月
３
日
（
日
）　

「
講

座
Ａ
＋
Ｃ
」
（
午
前
10
時
半
〜
正

午
）
、
「
講
座
Ｂ
＋
Ｃ
」
（
午
後
１

時
半
〜
同
３
時
）
③
④
同
月
13
日

（
水
）　

「
講
座
Ｂ
＋
Ｃ
」
（
午
前

10
時
半
〜
正
午
）
、
「
講
座
Ａ
＋
Ｃ
」

（
午
後
１
時
半
〜
同
３
時
）
⑤
⑥
同

月
20
日
（
水
）　

「
講
座
Ａ
＋
Ｃ
」

（
午
前
10
時
半
〜
正
午
）
、
「
講
座

Ｂ
+
Ｃ
」
（
午
後
１
時
半
〜
同
３
時
）

会
場　

役
場
第
１
小
会
議
室
（
１
階
）

定
員　

各
10
人

受
講
料　

無
料

お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み　

旭
川
ケ

　

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
、
吉
岡
さ
ん
、
本

　

間
さ
ん
（
☎
22
―
０
７
０
７
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
実
態
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　

東
川
町
民
を
対
象
と
し
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
契
約
の
動
向
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
状
況
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

実
施
す
る
の
は
東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科
人
文
地
学
教
室
。
町
内
の

ご
家
庭
を
対
象
に
、
７
月
末
か
ら
８
月

上
旬
ご
ろ
調
査
票
を
郵
送
す
る
そ
う
で

す
。

　

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
を
受

け
た
調
査
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
術
研

究
を
目
的
と
し
、
目
的
以
外
に
調
査
内

容
を
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
東

京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
人
文

地
理
学
教
室
の
佐
竹
泰
和
さ
ん
（
修
士

課
程
）
☎
０
９
０
―
９
７
５
５
―
６
９

２
１

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
公
共
施
設
管
理
室

☎
（
内
線
２
３
８
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
の

お
知
ら
せ

　

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
資
格
要
件

に
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
制
度
を

導
入
し
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
第
16
回

北
海
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試

験
の
全
道
統
一
試
験
、
試
験
講
習
を
行

い
ま
す
（
講
習
は
10
月
、
既
登
録
者
は

受
験
不
要
）
。

日
時　

11
月
２
日
（
水
）
午
後
１
時
半

　

か
ら

受
付
期
間　

９
月
１
日
（
木
）
〜
同
月

　

12
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

　

後
１
時
〜
同
３
時
半
（
土
・
日
除
く
）

　

義
援
金
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便

局
の
貯
金
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
通
常
払
い
込
み
料
金
は
免
除

に
な
り
ま
す
。
受
領
証
は
税
の
寄
付
金

控
除
申
請
時
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

http://www.jrc.or.jp/contribution
/l3/Vcm

s3_00002069.htm
l

年
１
回
は
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う　
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
町
民
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個
別
検

診
は
、
平
日
ば
か
り
で
な
く
土
曜
日
も

可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

①
「
個
別
検
診
」
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

―
７
１
１
１
）
に
予
約
の
う
え
、
保
健

指
導
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
「
東
川

町
が
ん
検
診
受
診
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

受
診
券
を
ご
持
参
の
う
え
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

②
「
集
団
検
診
」
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
チ
ラ
シ
な
ど
で
期
日
を
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、
検
診
日
を
ご
確
認
の
上
、

保
健
指
導
室
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

「
東
川
町
が
ん
検
診
受
診
券
」
を
発
行

し
ま
す
。

　

受
診
券
を
ご
持
参
の
う
え
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

①
②
と
も
に
町
の
特
定
健
診
も
同
時

に
受
診
可
能
で
す
。
料
金
は
「
平
成
23

年
度
健
診
の
ご
案
内
（
保
存
版
）
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
級

２
級

手当の種類と支給額
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実 施 日 時 間

JA東川事務所前
旭川福祉専門学校前

役場庁舎前

東川養護学校前

7月25日
（月）

実 施 日 受 付 時 間 場 所

13：00～16：30 町立診療所

7月
26日㈫、28日㈭、29日㈮  
8月
 2日㈫、 4日㈭、 5日㈮

移動献血車が来町します　保健福祉課

場 所

9：30～11：30
12：30～13：50
14：00～15：20
15：30～16：30

２種混合予防接種（小学校６年生）のお知らせ　保健福祉課

対 象

3種混合予防接種の
第1期初回（3回）、1
期追加接種（1回）合
計4回のうち3回以上
受けている児童

　２種混合予防接種（ジフテリア、破傷風）を行います。乳幼児期に３種混合
予防接種で得た免疫の低下を防ぎ、免疫を高めることが目的です。

　移動献血車が来町します。献血のご協力をお願いします。

中山間制度推進協議会の事業概要
378

89

289

1

1

380

4,310,820

202

34,486,560

121,377

6

2,548,917

4,432,197

208

37,035,477

3,047

14,814

19,174

対 象 農 地 あ り

対 象 農 地 な し

団 地 数

交付金額（円）

団 地 数

交付金額（円）

団 地 数

交付金額（円）

農 業 者 （ 人 ）

生 産 組 織 （ 組 織 ）

そ の 他 （ 団 体 ）

合 計 （ 人 ）

緩傾斜農用地面積（㎡）

急傾斜農用地面積（㎡）

協 定 面 積 （ ㎡ ）

管理運営費（千円）

個 人 配 分 額 （ 〃 ）

共同取組活動費（〃）

対 象 者 の 概 要

対 象 農 用 地
交 付 額 の 概 要

対 象 取 り 組 み
事業実施の概要

（平成22年度）

中山間事業で行われた農業用水路清掃事業（34区）

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ま
す
。
早
期
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
内
外
の
量
販
店
や
電
気
工
事
会
社

で
販
売
、
取
り
付
け
ま
で
を
行
っ
て
い

る
事
業
者
も
い
ま
す
。
料
金
な
ど
は
事

業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交

付
金
」事
業
の
報
告

東
川
町
中
山
間
制
度
推
進
協
議
会

　

東
川
町
中
山
間
制
度
推
進
協
議
会

（
藤
井
春
雄
会
長
、
事
務
局
・
町
産
業

振
興
課
農
林
振
興
室
）
は
こ
の
ほ
ど
、

の
安
全
確
保
と
活
動
支
援
の
た
め
消
防

隊
も
出
動
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
乗
務
員
の
指
示
が
な
い
限
り
、

機
体
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

も
う
付
い
て
い
ま
す
か
？　
住
宅
用

火
災
警
報
器

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化

が
始
ま
り
ま
し
た
。
お
宅
に
は
つ
い
て

い
ま
す
か
？　

　

東
消
防
署
管
内
（
東
川
、
東
神
楽
町
）

の
設
置
率
は
62
・
１
㌫
で
す
（
４
月
末

現
在
）
。
調
査
で
は
、
「
義
務
設
置
ま

で
猶
予
が
あ
る
」
「
義
務
化
を
知
ら
な

か
っ
た
」
「
費
用
負
担
が
大
き
い
」
な

ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
、

本
来
必
要
な
場
所
以
外
の
所
に
設
置
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

設
置
が
必
要
な
場
所
は
①
寝
室
と
し

て
使
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
部
屋
②
２

階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階
段
の

踊
り
場
―
で
す
。
ま
だ
４
割
近
い
住
宅

で
未
設
置
で
す
。
家
族
や
家
財
を
火
災

に
よ
る
被
害
か
ら
少
し
で
も
軽
減
で
き

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交
付
金

事
業
の
昨
年
度
実
施
結
果
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　

生
産
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
で

交
付
対
象
要
件
を
満
た
す
農
業
者
な
ど

に
対
し
て
、
交
付
金
を
直
接
支
払
い
す

る
こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
、

水
源
か
ん
養
、
土
砂
崩
壊
の
防
止
な

ど
、
中
山
間
地
域
が
果
た
す
多
面
的

機
能
の
確
保
を
図
る
た
め
の
対
策
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か

ら
５
年
間
の
予
定
で
第
３
期
対
策
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
地
域

　

地
域
振
興
５
法
の
指
定
地
域
の
ほ
か
、

農
業
生
産
条
件
が
不
利
で
あ
る
と
し
て

都
道
府
県
知
事
が
実
態
に
応
じ
て
指
定

し
た
地
域
（
特
認
地
域
）
等
が
対
象
で

す
。
本
町
は
農
林
統
計
上
の
中
山
間
地

域
に
該
当
し
、
町
全
域
が
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
、
集
落
の
概
要

　

集
落
協
定
に
基
づ
い
て
５
年
以
上
継

続
し
て
農
業
生
産
活
動
等
を
行
う
農
業

者
な
ど
が
対
象
で
す
。
本
町
は
全
町
を

１
集
落
と
し
て
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
農
地
、
交
付
額

 

大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
（
直
通
）
82

―
３
６
９
７

大
雪
地
区
広
域
連
合
職
員
を
募
集

　

24
年
度
新
規
採
用
の
職
員
採
用
試
験

（
第
１
次
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。
要

領
は
「
上
川
管
内
町
村
等
職
員
採
用
資

格
試
験
」
に
準
じ
ま
す
。

試
験
日　

９
月
18
日
（
日
）

会
場　

旭
川
大
学

職
種　

一
般
職
（
男
女
、
学
歴
と
も
に

　

不
問
）

採
用　

若
干
名

受
付
期
間　

７
月
４
日
（
月
）
〜
８
月

　

５
日
（
金
）

そ
の
他　

試
験
案
内
、
受
験
申
込
書
は

　

７
月
４
日
（
月
）
か
ら
大
雪
地
区
広

　

域
連
合
事
務
局
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
内
）
で
配
布

国
民
健
康
保
険・高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
を
簡
素
化

　

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
（
現
金
支

給
分
）
は
、
４
月
診
療
分
か
ら
は
窓
口

で
の
申
請
手
続
き
は
不
要
と
な
り
ま
し

た
。

　

該
当
と
な
る
方
に
は
、
今
ま
で
ど
お

り
お
知
ら
せ
の
文
書
と
、
新
た
に
申
請

書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
今
ま
で
は
、

お
知
ら
せ
の
文
書
を
送
付
後
、
国
保
担

当
窓
口
で
支
給
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同

封
の
申
請
書
に
ご
署
名
、
振
込
口
座
等

さ
い
。

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
82
―
5
1
0
0

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」を
開
き
ま
す

　

零
歳
児
対
象
の
教
室
で
す
。
お
兄
さ

ん
や
お
姉
さ
ん
も
一
緒
に
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
で
す
。
親
子
で
楽
し
み
な
が

ら
お
友
だ
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

対
象　

零
歳
児
の
お
子
さ
ん
、お
母
さ
ん

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

内
容　

 

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

紙
皿
お
も
ち
ゃ
、
伊
藤
和
代
園
長
を

　

囲
ん
で「
食
と
生
活
リ
ズ
ム
」交
流
会

「
子
育
て
講
座（
美
容
）」

　

紫
外
線
の
基
礎
知
識
、
ダ
メ
ー
ジ
お

肌
の
ケ
ア
の
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。  

日
時　

７
月
7
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム    

対
象　

家
庭
の
親
子

内
容　

ス
キ
ン
ケ
ア
と
Ｕ
Ｖ
対
策

講
師　

資
生
堂
販
売
㈱
、坂
本
幸
恵
さ
ん

募
集　

10
組
程
度（
要
予
約
、託
児
あ
り
）

◇
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
土
曜
検
診

　

▼
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
検

診
は
「
第
１
、
第
３
土
曜
日
」
▼
子
宮

が
ん
、
乳
が
ん
検
診
は
「
第
１
土
曜

日
」
。

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
再
開
し
ま
す

　

子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
の
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
受
け
付
け
を
再
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
状

況
、
３
回
目
の
接
種
が
８
月
以
降
で
あ

る
た
め
、
１
回
目
の
接
種
可
能
人
数
に

制
限
が
出
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
お
早
め
に
予
約
す
る
よ
う

お
勧
め
し
ま
す
。

　

町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
中
学
1
年

生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
に
相
当
す
る

年
齢
の
女
子
を
対
象
に
し
て
、
接
種
費

用
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

国
内
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
が
十
分
で

な
か
っ
た
た
め
、
1
回
目
の
接
種
者
へ

の
接
種
を
差
し
控
え
て
い
ま
し
た
が
、

ワ
ク
チ
ン
供
給
量
に
一
定
の
目
途
が
つ

い
た
た
め
、
再
開
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
で
接
種
可
能
な
医
療
機
関
は
町
立

診
療
所
で
す
。

　

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
２
年
生
相
当

の
年
齢
の
方
は
、
旭
川
市
内
の
医
療
機

関
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
旭
川
市
内
の
医
療
機
関
で
は
、

高
校
２
年
生
相
当
の
方
だ
け
を
対
象
に

し
て
接
種
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
事
前

に
ご
希
望
の
医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ

記
入
、
捺
印
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
ご
返
送
い
た
だ
く
だ
け
の
簡
単
な

手
続
き
に
な
り
ま
す
（
領
収
書
添
付
は

不
要
）
。
お
知
ら
せ
（
申
請
書
の
送
付
）

は
、
今
ま
で
ど
お
り
診
療
月
の
お
よ
そ

３
月
後
で
す
。

 

大
雪
消
防
組
合
か
ら

　

東
消
防
署
は
☎
83
―
０
１
１
９

ド
ク
タ
ー
ヘリ
の
運
行
に
ご
理
解
を

　

道
北
圏
の
救
急
救
命
に
対
応
す
る

「
道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
が
昨
年
か
ら

運
行
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

着
陸
時
に
は
小
石
、
土
ほ
こ
り
が
飛

散
し
、
騒
音
な
ど
の
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
。
出
動
要
請
の
際
、
着
陸
地
点

　

対
象
地
域
内
に
あ
る
１
０
０
分
の
１

以
上
の
傾
斜
、
一
団
の
農
用
地
（
１
㌶

以
上
の
ま
と
ま
っ
た
面
積
）
で
、
か
つ

耕
作
者
等
の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と
が

要
件
で
す
。

　

交
付
単
価
は
緩
傾
斜
（
勾
配
１
０
０

分
の
１
以
上
）
の
田
で
８
千
円
（
10
㌃

当
た
り
）
、
急
傾
斜
（
勾
配
20
分
の
１

以
上
）
の
田
で
２
万
千
円
（
10
㌃
当
た

り
）
で
す
。

▼
対
象
取
り
組
み
、
事
業
実
施
内
容

　

具
体
的
な
取
り
組
み
、
交
付
金
の
使

い
道
は
、
毎
年
集
落
で
検
討
し
、
協
定

参
加
者
に
よ
っ
て
耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
、
多
面
的
機
能
の
確
保
を
図
る
取

り
組
み
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
金
は
、
管
理
運
営
費
を
除
く
全

額
を
共
同
取
組
活
動
費
、
個
人
配
分
額

と
し
て
配
分
し
て
い
ま
す
（
別
表
）
。

▼
事
業
費
の
負
担
割
合

　

通
常
地
域
で
国
２
分
の
１
、
道
と
町

が
そ
れ
ぞ
れ
4
分
の
１
ず
つ
で
す
が
、
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社
協
だ
よ
り

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

５
月
16
日
か
ら
６
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

東
町
１
丁
目　
　

中
原　

伸
明
様

34
区　
　
　
　
　

行
天　

孝
夫
様

32
区　
　
　
　
　

齋
藤　

和
博
様

15
区　
　
　
　
　

谷　

千
代
栄
様

６
西
区　
　
　
　

岡
澤
チ
ズ
子
様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

ご
案
内

　

相
談
日
を
設
け
て
毎
月
第
３

木
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４

時
ま
で
社
協
相
談
室
で
開
い
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
と
相

談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

７
月
21
日　

泉　
　

文
夫

０歳からのおはなし会０歳からのおはなし会０歳からのおはなし会
にちじ：3月31日(木) 午前10時半～同11時半
ばしょ：文化交流館絵本ルーム
にちじ：7月21日(木) 午前10時半～同11時半
ばしょ：文化交流館絵本ルーム
年齢に関係なく、どなたでも参加OK！　読み聞かせの
ほか、手遊び、簡単な工作をします。みんなで楽しく遊び
ましょう。（申し込み不要、会費はありません）
お問い合わせ
「おはなしの会ピッピ」三上さん ☎82－2809

各種大会成績
【剣道】
◆第30回旭川地区少年剣道大会（5月5
日・当麻町スポーツセンター＝追加分）
〔団体戦〕
▼小学生低学年の部　③東川錬成館（木
村友紀、杉山太一、七尾芳昌、今村侑平、
猪股ひかり）
▼全道赤胴大会予選通過　木村友紀（東
川錬成館）

【柔道】
◆第42回旭柔連杯中学校大会兼第10回
丸敏杯大会（６月５日・愛別町海洋センタ
ー）
〔男子〕
▼個人66㌔級　③白幡翔（東川）
▼同81㌔級　③滝本諒一（東川）

東川町文化ギャラリー展示案内
東町１丁目19-8　☎82-4700
○7月6日㈬まで
　・東京写真月間2011北海道展
○7月8日㈮～同月21日㈭
　・ライアン・リブレ「Kamui Mintaraカムイミン
　 タラ」
　・奈良美弥子「大地のうたがきこえる－冬音
　 （とおね）－」
　・日本旅行写真家協会展
○7月30日㈯～9月5日㈪
　・第27回写真の町東川賞受賞作家作品展
　・写真インディペンデンス展
　・写真甲子園2011本戦作品展
※7月7日㈭、同月22日㈮～29日㈮は入
　れ替え、展示準備作業

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

り
よ
し
）
（
59
）
▼
藤
原
啓
子

（
60
）

◇
満
1
0
0
歳
表
彰
者

　

佐
藤
ツ
ヤ
エ
▼
篠
原
靖
昌
▼
山
﨑
ソ

　

メ
ノ
▼
古
髙
キ
ク
エ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
が
拡
充

し
ま
し
た

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

中
小
企
業
の
従
業
員
を
対
象
に
し
て

い
る
国
の
退
職
金
共
済
制
度
「
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
」
（
以
下
「
中
退

共
」
）
の
加
入
者
範
囲
が
今
年
か
ら
広

が
り
ま
し
た
。

　

加
入
で
き
る
従
業
員
の
範
囲
は
①
同

居
の
親
族
だ
け
を
雇
用
す
る
事
業
所
②

同
居
の
親
族
と
そ
れ
以
外
の
従
業
員
を

雇
用
す
る
事
業
所
―
で
す
。

　

同
居
の
親
族
で
あ
る
従
業
員
が
加
入

す
る
場
合
は
、
小
規
模
企
業
共
済
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
方
（
契
約
者
で
な

い
こ
と
、
使
用
従
属
関
係
が
あ
る
こ
と

の
確
認
書
が
必
要
）
な
ど
、
一
定
の
書

類
提
出
が
必
要
で
す
。

　

「
中
退
共
」
は
従
業
員
の
方
が
退
職

す
る
時
、
直
接
本
人
に
退
職
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。
国
か
ら
掛
け
金
の
一
部

助
成
（
同
居
の
親
族
で
あ
る
場
合
は
対

象
外
）
、
全
額
非
課
税
の
優
遇
措
置
も

あ
り
、
パ
ー
ト
従
業
員
の
方
も
加
入
で

き
ま
す
。

建
設
労
働
者
の
た
め
に
は「
建
退
共
」

　

建
設
現
場
労
働
者
の
た
め
の
退
職
金

氷
土
会
創
設
時
会
員
の
松
田
與一さ

ん
ら
８
人
を
町
表
彰

　

町
の
発
展
、
町
づ
く
り
に
尽
く
し
た

８
人
の
町
表
彰
が
決
ま
り
、
６
月
23
日
、

藤
原
啓
子
町
議
会
議
員
が
町
議
会
議
場

で
松
岡
市
郎
町
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
＝
写
真
＝
。

　

藤
原
議
員
は
１
９
９
９
（
平
成
11
）

年
３
月
に
初
当
選
後
、
勤
続
12
年
以
上

議
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
者
の
う
ち
、
町
内
在
住
50
年
以

上
で
今
年
満
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
の

表
彰
は
、
誕
生
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅

を
訪
問
し
て
表
彰
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
受
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
）
。

◇
善
行
表
彰

　

松
田
與
一
（
87
）
＝
観
音
像
（
木
彫

　

彫
刻
、
本
体
高
さ
１
７
０
㌢
㍍
、
幅

　

60
㌢
㍍
）
ほ
か
木
彫
彫
刻
４
点
、
彫

　

塑
１
点
を
町
に
寄
贈
（
総
額
８
６
０

　

万
円
相
当
）

◇
勤
続
12
年
以
上
議
員
表
彰

　

本
多
信
義
（
70
）
▼
佐
竹
司
兆
（
も

制
度
「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」

（
以
下
「
建
退
共
」
）
も
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

建
設
業
を
営
む
事
業
主
と
、
建
設
現

場
で
働
く
労
働
者
が
加
入
で
き
ま
す
。

労
働
者
の
方
が
働
い
た
就
労
日
数
に
応

じ
て
、
事
業
主
の
方
が
「
共
済
証
紙
」

（
日
額
３
１
０
円
）
を
共
済
手
帳
に
張

り
、
労
働
者
が
働
く
こ
と
を
止
め
た
時
、

証
紙
数
に
応
じ
て
建
退
共
が
退
職
金

を
支
払
う
制
度
で
す
。

　

掛
け
金
は
事
業
主
が
負
担
し
、
そ
の

一
部
を
国
が
助
成
し
て
い
ま
す
。
法
人

は
損
金
、
個
人
事
業
所
は
必
要
経
費
と

し
て
扱
い
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

　

「
中
退
共
」
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
事
業

推
進
部
☎
（
代
）
0
3
―
３
４
３
６
―

０
１
５
１
、
「
建
退
共
」
は
建
設
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部
事
業
推
進
室
☎

0
3
―
５
４
０
０
―
４
３
１
６

自
衛
官
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊

　

自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、

航
空
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
２
０
１
２

（
平
成
24
）
年
４
月
１
日
現
在
、
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
（
航
空
学
生

は
同
日
現
在
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

者
＝
高
卒
、
高
校
卒
業
見
込
み
含
む
）

受
付
期
間　

①
自
衛
官
候
補
生
男
子
は

随
時
②
自
衛
官
候
補
生
女
子
、
一
般

曹
候
補
生
（
男
女
）
、
航
空
学
生
は

８
月
1
日
（
月
）
〜
９
月
９
日
（
金
）

試
験
日　

①
自
衛
官
候
補
生
男
子
は
受

け
付
け
時
に
通
知
②
同
女
子
は
９
月

25
日
〜
同
月
28
日
ま
で
の
間
の
１
日

③
一
般
曹
候
補
生
は
第
１
回
試
験
９

月
17
日
（
土
）
④
航
空
学
生
は
９
月

23
日
（
金
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）
な
ど

お
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協

　

力
隊
南
地
区
隊
☎
22
―
０
６
４
８
、

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
小
野
利
昌
さ

　

ん
☎
82
―
３
７
３
７

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
の
開
催

東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

　

第
20
回
東
川
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
長
杯

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

日
時　

７
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
15

　

分
（
開
会
式
）
か
ら

会
場　

東
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

オ
フ
ィ
ス
風
）
、
東
川
自
然
保
護
官
事

務
所
ス
タ
ッ
フ
２
人
が
同
行
し
ま
す
。

日
時　

８
月
10
日
（
水
）
午
前
８
時
半

　

（
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前
集
合
）

　

〜
午
後
３
時

場
所　

旭
岳
天
女
が
原
湿
原
付
近

募
集　

20
人
程
度
（
町
内
、
周
辺
在
住

　

で
小
学
生
以
上
の
健
康
な
方
、
小
学

　

生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

一
般
３
０
０
円
、
小
学
生
１

　

０
０
円

締
め
切
り　

８
月
３
日
（
水
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

役
場
産

　

業
振
興
課
☎
82
―
２
１
１
１
（
内
線

　

１
３
５
）

23
年
度
裁
判
所
事
務
官
の
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す

旭
川
地
方
裁
判
所

　

本
年
度
の
裁
判
所
事
務
官
試
験
採
用

Ⅲ
種
試
験
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

日
時　

９
月
11
日
（
日
）
＝
第
１
次
試

　

験
（
詳
細
は
受
験
票
で
通
知
）
、
２

　

次
試
験
（
面
接
）
は
１
次
試
験
の
合

　

格
発
表
（
郵
送
）
で
通
知

受
験
資
格　

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年

　

４
月
２
日
〜
１
９
９
４
（
同
６
）
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間　

７
月
12
日
（
火
）
〜
同
月

　

21
日
（
木
）

お
問
い
合
わ
せ　

旭
川
地
方
裁
判
所
事

　

務
局
総
務
課
人
事
係
☎
（
直
通
）
51

　

―
６
２
６
７

本
町
は
特
認
地
域
と
し
て
国
、
道
、
町

そ
れ
ぞ
れ
３
分
の
１
ず
つ
の
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
。

花
の
苗
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た教育

課

　

６
月
７
日
、
西
７
号
北
36
番
地
、
ふ

う
が
農
園
（
鈴
木
敦
也
代
表
）
か
ら
花

の
苗
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
課
で
は
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
玄
関
口
前
花
壇
に
花
々
を
定
植
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夏
の
旭
岳
を
観
察
し
よ
う
〜
８
月
の

自
然
観
察
講
座
に
お
誘
い

東
川
自
然
保
護
官
事
務
所

　

今
年
の
第
１
回
自
然
観
察
講
座
を
開

き
ま
す
。
「
夏
の
天
女
が
原
湿
原
を
歩

こ
う
」
と
題
し
て
、
旭
岳
中
腹
の
天
女

が
原
湿
原
周
辺
で
真
夏
の
植
物
、
昆
虫

観
察
を
し
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
は
鳥
羽
晃
一
さ
ん
（
ガ
イ
ド

種
目　

①
混
成
40
歳
未
満
②
同
40
歳
以

　

上
③
同
50
歳
以
上
④
女
子
（
と
も
に

　

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
）

参
加
料　

５
０
０
円
（
１
人
）

締
め
切
り　

７
月
６
日
（
必
着
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

所
定
の

　

申
込
用
紙
で
事
務
局
の
早
坂
順
一
さ

　

ん
ま
で
☎
０
９
０
―
８
７
０
８
―
２

　

２
０
２
、
Ｆ
ａ
ｘ
（
兼
用
）
57
―
３

　

１
１
２

★
車
は
必
ず
キ
ー
ロ
ッ
ク

★
車
内
に
金
品
を
置
か
な
い

あ
な
た
の
車
狙
わ
れ
て
ま
す

５
月
中
旬
以
降
、町
内
で

車
上
狙
い
４
件
、車
の
盗
難

が
２
件
発
生
し
て
い
ま
す

車
の
盗
難

油断とスキがね
らいの的！

東川町防犯協会、東川・東川西・志比内駐在所

シメシメ
！　キー

が付いて
るゾ

夏の交通安全運動
7/15（金）～24（日）
○気をつけよう！　子供と高齢者
○気をつけよう！　二輪車・自転車事故
○要注意！　暑さ・疲れの居眠り運転
○車に乗ったら、まずシートベルト！
○交差点、一度止まって安全確認！
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ヘ
ッ
ポ
コ
母
ち
ゃ
ん
の
泣
き
ぼ
く
ろ

　

涙
も
ろ
い
私
は
、
今
日
も
朝

か
ら
涙
が
一
粒
（
毎
日
で
は
な

い
け
ど
…
）
。
で
も
決
し
て
悲

し
い
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
う
れ
し
涙
に
近
い
。

　

２
人
の
息
子
の
小
さ
な
背
中

を
見
送
り
、
だ
ん
だ
ん
黒
い
ラ

ン
ド
セ
ル
が
遠
く
な
っ
た
こ
ろ

に
ポ
ロ
ッ
と
落
ち
る
。

　

去
年
、
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生

に
な
っ
た
長
男
坊
は
、
学
校
へ

一
緒
に
行
く
「
１
年
生
の
男
子

（
限
定
）」
が
近
所
に
い
な
い　

と
い
う
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の

理
由
で
小
学
校
へ
行
く
こ
と
を

嫌
が
り
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち

は
「
そ
ん
な
わ
が
ま
ま
を
言
わ

な
い
の
‼
」
と
怒
っ
た
も
の
の
、

考
え
て
み
れ
ば
、
最
近
ま
で
幼

稚
園
児
だ
っ
た
子
が
徒
歩
30
分
、

不
慣
れ
な
場
所
へ
１
人
で
行
く

に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
彼
の
ス
ト

レ
ス
は
チ
ッ
ク
症
と
な
っ
て
私

た
ち
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
１
人
の
通
学
だ
け

は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
で
い
る

息
子
。
本
当
な
ら
、
ど
っ
し
り

構
え
て
受
け
止
め
る
は
ず
な
の

に
、
毎
日
イ
ラ
イ
ラ
し

て
い
る
私
。

　

あ
る
日
、

主
人
が
言

い
ま
し
た
。

「

入

学

し
て
す
ぐ

に
１
年
生

に
な
る
子
と
、

３
６
５
日
か
け

て
や
っ
と
こ
さ
１
年
生

に
な
る
子
も
い
る
よ
ね
。
ウ
チ

は
ゆ
っ
く
り
で
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
？
」
。
涙
ぐ
む
私
を
見
て
、

さ
ら
に
「
き
っ
と
来
年
、
兄
弟

仲
良
く
学
校
に
行
く
か
ら
ね
。

俺
た
ち
の
子
だ
よ
、
大
丈
夫
！
」

と
。

　

頭
の
中
で
は
分
か
っ
て
い
た

の
に
、
す
ん
な
り
と
１
年
生
に

な
れ
た
子
が
う
ら
や
ま
し
く
て
、

い
つ
の
間
に
か
比
べ
る
ば
か
り

の
母
親
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
反
省
。
少
し
大
げ

さ
だ
け
ど
、
主

人
が
言
っ
た

言
葉
が
身

に
染
み

ま
し
た
。

ま
だ
ま

だ
修
業
が

足
り
な
い
ヘ

ッ
ポ
コ
な
私
。

そ
ん
な
甘
ア
マ
の
親
が

出
し
た
決
断
は
、
朝
の
何
気
な

い
会
話
を
車
の
中
で
し
な
が
ら

学
校
ま
で
送
り
続
け
る
こ
と
１

年
間
。

　

気
が
つ
け
ば
長
男
の
チ
ッ
ク

症
は
消
え
、
代
わ
り
に
少
し
自

信
が
つ
い
た
体
つ
き
で
生
意
気

な
兄
貴
風
を
吹
か
し
、
次
男
坊

と
一
緒
に
元
気
な
「
行
っ
て
き

ま
す
！
」
が
聞
け
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　

ふ
と
、
１
年
前
の
小
さ
な
出

来
事
が
今
と
て
も
懐
か
し
く
、

そ
う
思
え
る
ぐ
ら
い
た
く
ま
し

く
な
っ
た
子
供
た
ち
の
背
中
に

一
粒
ポ
ロ
リ
。
そ
し
て
実
は
こ

の
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
人
に
支

え
ら
れ
た
な
ぁ
、
と
感
謝
の
気

持
ち
で
二
粒
目
が
ポ
ロ
リ
。

　

今
日
の
晩
御
飯
を
考
え
な
く

ち
ゃ
な
ら
な
い
か
ら
、
感
傷
に

浸
っ
て
る
場
合
じ
ゃ
な
い
ん
だ

け
ど
ね
。

　

ご
め
〜
ん
ね
、
涙
も
ろ
く
っ

て
。

ヘ
ッ
ポ
コ
母
ち
ゃ
ん
の
泣
き
ぼ
く
ろ

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル

…
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保健だより
for Healthy Life

　

お
弁
当
は
、
安
心
で
き
る
食
材
を
自
分

で
選
ん
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
家

族
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
大
切
な
こ
と

で
す
ね
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
冷
め

て
も
食
べ
や
す
く
て
お
い
し
い
お
弁
当
を

作
る
に
は
、
い
つ
も
の
料
理
作
り
に
プ
ラ

ス
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
が
大
切

で
す
。

１
．細
菌
を
つ
け
な
い

○
調
理
前
は
石
鹸
な
ど
で
よ
く
手
を
洗
い

　

ま
し
ょ
う
。

○
手
に
傷
が
あ
る
場
合
は
、
傷
に
細
菌
が

　

入
り
込
ん
で
い
ま
す
。
使
い
捨
て
の
手

　

袋
を
は
め
ま
し
ょ
う
。

○
か
ぜ
気
味
の
時
は
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ

　

う
。

○
新
鮮
な
材
料
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
生
の
魚
介
や
肉
に
触
れ
た
ま
な
板
や
手

　

は
、
他
の
食
材
料
に
細
菌
を
移

　

さ
な
い
よ
う
に
速
や
か

　

に
洗
剤
で
よ
く
洗
い

　

ま
し
ょ
う
。

○
お
に
ぎ
り
は
ラ

　

ッ
プ
で
包
ん

　

で
握
り
ま
し

　

ょ
う
。

２
．細
菌
を
減

ら
す（
殺
菌
・
滅

菌
）

○
揚
げ
物
は
中
ま

　

で
よ
く
火
を
通

　

し
ま
し
ょ
う
（
中

　

心
温
度
は
セ
氏
75
度
以

　

上
に
）
。

○
電
子
レ
ン
ジ
で
再
加
熱
す
る
も
の
は
、

　

途
中
で
上
下
を
返
す
な
ど
全
体
を
ム
ラ

な
く
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

３
．細
菌
を
増
や
さ
な
い

（
１
）
水
分
を
減
ら
す

○
煮
も
の
や
和
え
も
の

　

は
汁
気
を
切
り
ま

　

し
ょ
う
。

○
ゆ
で
野
菜
は
湯

　

切
り
後
、
ペ
ー

　

パ
ー
タ
オ
ル
な

　

ど
で
し
っ
か
り

　

絞
っ
て
水
分
を

　

よ
く
除
き
ま
し

　

ょ
う
。

（
２
）
味
付
け
は
濃
い

目
に

○
酢
や
梅
干
し
を
活
用
し
ま

　

し
ょ
う
。
細
菌
増
殖
を
遅
ら
せ

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
３
）
温
度
を
下
げ
る

○
ご
は
ん
、
お
か
ず
は
余
熱
を
手
早
く
冷

　

ま
し
て
か
ら
ふ
た
を
し
、
弁
当
箱
内
を

　

細
菌
が
好
む
「
高
温
多
湿
」
な
環
境
に

　

な
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
気
温
の
高
い
時
（
セ
氏
20
度
以
上
）
は

　

保
冷
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

（
４
）
細
菌
の
広
が
り
を
防
ぐ

○
お
か
ず
は
種
類
ご
と
に
カ
ッ
プ
な
ど
で

　

分
け
て
仕
切
っ
て
か
ら
詰
め
ま
し
ょ
う
。

○
生
野
菜
は
流
水
で
洗
っ
て
ペ
ー
パ
ー
タ

　

オ
ル
で
水
気
を
し
っ
か
り
拭
き
取
り
、

　

別
容
器
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

（
５
）
食
中
毒
の
３
原
則

　

細
菌
は
「
付
け
な
い
」
「
増
や
さ
な
い
」

「
殺
す
」
を
守
っ
て
お
い
し
い
お
弁
当
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

４
．食
中
毒
が
起
き
た
時

　

「
下
痢
、
嘔
吐
（
お
う
と
）
、
発
熱
」

な
ど
の
症
状
が
表
れ
る
と
体
内
の
水
分
が

失
わ
れ
ま
す
。
そ
の
時
は
水
分
を
補
給
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

下
痢
に
は
体
内
の
細
菌
を
排
せ
つ
す
る

働
き
も
あ
り
ま
す
。
下
痢
の
症
状
が
出
る

場
合
に
は
、
自
己
判
断
で
市
販
の
下
痢
止

め
薬
を
飲
ま
ず
、
医
療
機
関
に
受
診
し
て

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

暑
く
な
る
季
節
は
、
食
中
毒
が
心
配
で
す
ね
。
原
因
菌
は
家
庭
で
日
常
的
に
使
う
生
鮮
食
品
や
調
理
器
具
、

人
の
皮
膚
な
ど
に
付
着
し
て
い
ま
す
。
温
度
や
湿
度
が
高
い
環
境
で
増
殖
し
や
す
く
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
１

年
間
の
う
ち
で
特
に
要
注
意
。
楽
し
い
行
楽
に
、
家
族
で
お
い
し
い
お
弁
当
を
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

便
利
な
食
中
毒
の
予
防
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

子育てチャンネル子育てチャンネル
危
険
な
食
中
毒
の
季
節
で
す

覚
え
て
安
心
、食
中
毒
の
簡
単
予
防
法

危
険
な
食
中
毒
の
季
節
で
す

覚
え
て
安
心
、食
中
毒
の
簡
単
予
防
法
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/
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7月 July

保健カレンダー
お問い合わせ
●保健福祉課保健指導室　☎82－2111
【7月分】

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊び体験教室＞
 1日㈮テーマ「いちご狩り」（予定）………10:00～11:00
22日㈮テーマ「ジャブジャブ池」（水遊び）……10:00～12:00
29日㈮テーマ「幼児センターで遊ぼう」（水遊び）10:00～11:30

＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレイルーム開放…9:00～12:00
4、5、6、11、12、13、19、20、25、26、27日
★26日㈫は午後開放（対象年齢0～1歳）13:00～15:00
※会場は幼児センターです！

＜共生サロンここりん＞
お問い合わせ　
ＮＰＯ法人こころりんく東川 （東町１丁目）☎82‐2666

サロンスペースは一般開放しています。
（月～土曜日9:00～17:00）
団体、個人の貸し館も承ります。ご連絡ください。

※ごっくん教室、乳幼児健診、送迎検診（受け付け）、
　栄養教室の会場は保健福祉センターです

【8月分】

8日㈮

15日㈮
20日㈬
25日㈪
26日㈫

2日㈫

3日㈬

5日㈮

ごっくん教室　　　　　　　　　　
乳幼児健診　　　　　　　　　　　

（通知者以外は14:30～）
旭川がん検診センター送迎検診

2歳ふれあいルーム　   　　　　　（幼児センター）
栄養教室　　　　　
移動献血車（庁舎ロビー受け付け）
、28日㈭、29日㈮
小学6年生2種混合予防接種（町立診療所）

13:00～14:00
13:30～

7:50集合

10:00～13:00
  

13:00～16:30

8日㈮

11日㈪
20日㈬
22日㈮

24日㈰

25日㈪

健康体操（荒川由佳理さん）
申し込み制
リコーダーアンサンブル イコロ演奏会　
おとなり会（茶話会）
健康体操（荒川由佳理さん）
申し込み制
こいもくらぶ（草取り、土寄せ）
申し込み制
ここりん研修会（大友愛美）
申し込み制

、4日㈭、5日㈮
小学6年生2種混合予防接種（町立診療所）
もぐもぐ教室
乳幼児健診
じっくり子育て相談

おいしい手料理

【冷やし中華・山菜サラダ（そうめん風）】
　暑くなると食欲をそそられる冷やし中華のご紹介です。
付け合わせに、手作りの万能中華だれをかけて、山菜サラ
ダ（そうめん風）もどうぞ。

＜材　料＞ （２～３人分）
◇冷やし中華
●中華麺…３玉（市販品）
●鶏肉（胸肉）…50ｇ
●スライスハム…２枚
●えび…（１人当たり２本）
●きゅうり…小１本
●生姜（しょうが）…少々
●玉子…１個
●サラダ油…少々
●トマト…小さ目１個
●練り和からし…適量

◇山菜サラダ（そうめん風）
●山ウド、山ぶき…各１本
　（30cm程度１本）
●わらび…100～150ｇ
●大根、人参…３分の１本
●長ネギ…10cm程度の長さ１本

＜作り方＞
◇冷やし中華
①材料の麺、鶏肉、えびをそれぞれゆで冷まし、鶏肉は食べ
　やく裂いて下ごしらえする。
②ハム、きゅうり、生姜はそれぞれ千切りに下ごしらえする。
③玉子は薄焼きにして千切りに下ごしらえ。
④トマトは食べやすい大きさに切りそろえる。
⑤皿に麺を盛り付けたら、下ごしらえした材料を飾り盛りし、
　和がらしを添えて完成。

◇中華だれ
　今月のレシピの要（かなめ）は中華だれの出来具合。たれ
は万能中華たれの基本レシピとして重宝します。
①高温に熱して火を止めたごま油の中に、一味唐辛子を加え
　て焦がし、焦がし唐辛子のごま油を作る。その後余熱を冷
　ましておく（唐辛子の香ばしい香りが立ったらＯＫ）。
②準備した酢、水、砂糖、しょう油、ごま油を混ぜて完成。
　万能中華だれは、３日間程度作り置きＯＫです。

◇山菜サラダ（そうめん風）
①ウド、ふきはそれぞれ約２分間程度ゆで、10cm程度の長
　さに食べやすく切りそろえる。
②わらびはバットに入れ、灰汁の熱湯をかけて一晩付け置き
　する（灰汁の代わりに重曹を入れた熱湯でも可）。
③大根、人参は生で千切りにスライス。
④長ネギは白髪ネギに切る。
⑤見栄えよく飾り付けし、白髪ネギをたっぷりと上に散らし
　て完成。

キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん

おいしい手料理

【冷やし中華・山菜サラダ（そうめん風）】
　暑くなると食欲をそそられる冷やし中華のご紹介です。
付け合わせに、手作りの万能中華だれをかけて、山菜サラ
ダ（そうめん風）もどうぞ。

＜材　料＞ （２～３人分）
◇冷やし中華
●中華麺…３玉（市販品）
●鶏肉（胸肉）…50ｇ
●スライスハム…２枚
●えび…（１人当たり２本）
●きゅうり…小１本
●生姜（しょうが）…少々
●玉子…１個
●サラダ油…少々
●トマト…小さ目１個
●練り和からし…適量

◇山菜サラダ（そうめん風）
●山ウド、山ぶき…各１本
　（30cm程度１本）
●わらび…100～150ｇ
●大根、人参…３分の１本
●長ネギ…10cm程度の長さ１本

＜作り方＞
◇冷やし中華
①材料の麺、鶏肉、えびをそれぞれゆで冷まし、鶏肉は食べ
　やく裂いて下ごしらえする。
②ハム、きゅうり、生姜はそれぞれ千切りに下ごしらえする。
③玉子は薄焼きにして千切りに下ごしらえ。
④トマトは食べやすい大きさに切りそろえる。
⑤皿に麺を盛り付けたら、下ごしらえした材料を飾り盛りし、
　和がらしを添えて完成。

◇中華だれ
　今月のレシピの要（かなめ）は中華だれの出来具合。たれ
は万能中華たれの基本レシピとして重宝します。
①高温に熱して火を止めたごま油の中に、一味唐辛子を加え
　て焦がし、焦がし唐辛子のごま油を作る。その後余熱を冷
　ましておく（唐辛子の香ばしい香りが立ったらＯＫ）。
②準備した酢、水、砂糖、しょう油、ごま油を混ぜて完成。
　万能中華だれは、３日間程度作り置きＯＫです。

◇山菜サラダ（そうめん風）
①ウド、ふきはそれぞれ約２分間程度ゆで、10cm程度の長
　さに食べやすく切りそろえる。
②わらびはバットに入れ、灰汁の熱湯をかけて一晩付け置き
　する（灰汁の代わりに重曹を入れた熱湯でも可）。
③大根、人参は生で千切りにスライス。
④長ネギは白髪ネギに切る。
⑤見栄えよく飾り付けし、白髪ネギをたっぷりと上に散らし
　て完成。

キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん

◇中華だれ
●食用酢…180㎖
●しょう油…210㎖
●ごま油…（大さじ３）
●一味唐辛子…少 （々お好み）
●水…180ml×３
●砂糖…18ｇ

10:00～11:00
　 
12:30～
14:00～15:00
10:00～11:00
　 
10:00～11:30

10:00～11:30


